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(57)【要約】
【課題】チャネル状態情報が用いられる無線通信システ
ムにおいて、移動局装置と基地局装置とが効率的に通信
すること
【解決手段】端末装置は、ＣＳＩ参照リソースに対応す
るＣＱＩの報告を行い、ＣＳＩ参照リソースは１つの有
効なＤＬサブフレームまたは１つの有効なスペシャルサ
ブフレームであり、ＳＣｅｌｌにおける第１のサブフレ
ームは第１の条件を含む複数の条件を満たす場合に１つ
の有効なＤＬサブフレームであるとみなされ、第１の条
件は、第１のＵＬ－ＤＬ設定のＰＣｅｌｌと第１のＵＬ
－ＤＬ設定とは異なる第２のＵＬ－ＤＬ設定のＳＣｅｌ
ｌが集約され、且つ、端末装置がＰＣｅｌｌとＳＣｅｌ
ｌにおける同時送受信の能力がない場合に、ＰＣｅｌｌ
における第１のサブフレームがＤＬサブフレームである
、または、ＳＣｅｌｌにおける第１のサブフレームがＰ
ＲＳを含む下りリンクサブフレームであることである。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネル状態情報参照リソースに対応するチャネル品質指標のインデックスを導き出す
測定部と、
　前記チャネル品質指標の報告を行う送信部と、を備え、
　前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの有効な下りリンクサブフレーム、または
、１つの有効なスペシャルサブフレームであり、
　セカンダリーセルにおける第１のサブフレームは、少なくとも、第１の条件を含む複数
の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、
　前記第１の条件は、第１の上りリンク－下りリンク設定が設定されるプライマリーセル
、および、前記第１の上りリンク－下りリンク設定とは異なる第２の上りリンク－下りリ
ンク設定が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、端末装置が前記プライマ
リーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プラ
イマリーセルにおける前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレームである、または
、前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームがＰＲＳ（Positioning Refere
nce Signals）を含む下りリンクサブフレームであることである
　端末装置。
【請求項２】
　前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、第２の条件を
含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみな
され、
　前記第２の条件は、前記第１の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマ
リーセル、および、前記第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリ
ーセルが集約され、且つ、前記端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリー
セルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１の
サブフレームが下りリンクサブフレームであることである
　請求項１の端末装置。
【請求項３】
　前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、第３の条件を
含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効なスペシャルサブフレームであるとみな
され、
　前記第３の条件は、前記第１の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマ
リーセル、および、前記第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリ
ーセルが集約され、且つ、前記端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリー
セルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１の
サブフレームが所定の長さより長いＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）を含むスペ
シャルサブフレームであることである
　請求項１または２の端末装置。
【請求項４】
　前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、前記第３の条
件を含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効なスペシャルサブフレームであると
みなされる
　請求項３の端末装置。
【請求項５】
　前記測定部は、前記チャネル状態情報参照リソースにおいて、前記チャネル品質指標の
インデックスを導き出すために、リソースエレメントが前記ＰＲＳに対して割り当てられ
ていないとみなす
　請求項１から４の端末装置。
【請求項６】
　前記プライマリーセルに対する第１の上位層パラメータであって、上りリンク－下りリ
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ンク設定を示す前記第１の上位層パラメータが設定されていない場合、前記第１の上りリ
ンク－下りリンク設定は第２の上位層パラメータによって示される上りリンク－下りリン
ク設定であり、
　前記第１の上位層パラメータが設定されている場合、無線フレームのそれぞれに対して
、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第１の上りリンク－下りリンク設定は物理下
りリンク制御チャネルによってシグナルされる第１の下りリンク制御情報に基づく
　請求項１から５の端末装置。
【請求項７】
　前記セカンダリーセルに対する第３の上位層パラメータであって、上りリンク－下りリ
ンク設定を示す前記第３の上位層パラメータが設定されていない場合、前記第２の上りリ
ンク－下りリンク設定は第４の上位層パラメータによって示される上りリンク－下りリン
ク設定であり、
　前記第３の上位層パラメータが設定されている場合、無線フレームのそれぞれに対して
、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第２の上りリンク－下りリンク設定は前記物
理下りリンク制御チャネルによってシグナルされる第２の下りリンク制御情報に基づく
　請求項６の端末装置。
【請求項８】
　ＴＤＤ（Time Division Duplex）バンド間キャリアアグリゲーションをサポートする１
つまたは複数のバンドの組み合わせを示す情報を送信する送信部を備える
　請求項１の端末装置。
【請求項９】
　前記送信部は、前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対して、異なる
上りリンク－下りリンク設定を持つ複数のサービングセルを含む前記ＴＤＤ（Time Divis
ion Duplex）バンド間キャリアアグリゲーションをサポートするかどうかを示す情報を送
信し、
　前記複数のサービングセルは、１つのプライマリーセル、および、１つまたは複数のセ
カンダリーセルを含む
　請求項８の端末装置。
【請求項１０】
　前記送信部は、前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対して、前記１
つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに属する前記複数のサービングセルにおけ
る同時送受信の能力に関する情報を送信する
　請求項９の端末装置。
【請求項１１】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　チャネル状態情報参照リソースに対応するチャネル品質指標のインデックスを導き出し
、
　前記チャネル品質指標の報告を行い、
　前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの有効な下りリンクサブフレーム、または
、１つの有効なスペシャルサブフレームであり、
　セカンダリーセルにおける第１のサブフレームは、少なくとも、第１の条件を含む複数
の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、
　前記第１の条件は、第１の上りリンク－下りリンク設定が設定されるプライマリーセル
、および、前記第１の上りリンク－下りリンク設定とは異なる第２の上りリンク－下りリ
ンク設定が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、端末装置が前記プライマ
リーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プラ
イマリーセルにおける前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレームである、または
、前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームがＰＲＳ（Positioning Refere
nce Signals）を含む下りリンクサブフレームであることである
　通信方法。
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【請求項１２】
　前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、第２の条件を
含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみな
され、
　前記第２の条件は、前記第１の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマ
リーセル、および、前記第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリ
ーセルが集約され、且つ、前記端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリー
セルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１の
サブフレームが下りリンクサブフレームであることである
　請求項１１の通信方法。
【請求項１３】
　前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、第３の条件を
含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効なスペシャルサブフレームであるとみな
され、
　前記第３の条件は、前記第１の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマ
リーセル、および、前記第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリ
ーセルが集約され、且つ、前記端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリー
セルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１の
サブフレームが所定の長さより長いＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）を含むスペ
シャルサブフレームであることである
　請求項１１または１２の通信方法。
【請求項１４】
　前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、前記第３の条
件を含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効なスペシャルサブフレームであると
みなされる
　請求項１３の通信方法。
【請求項１５】
　前記チャネル状態情報参照リソースにおいて、前記チャネル品質指標のインデックスを
導き出すために、リソースエレメントが前記ＰＲＳに対して割り当てられていないとみな
す
　請求項１１から１４の通信方法。
【請求項１６】
　前記プライマリーセルに対する第１の上位層パラメータであって、上りリンク－下りリ
ンク設定を示す前記第１の上位層パラメータが設定されていない場合、前記第１の上りリ
ンク－下りリンク設定は第２の上位層パラメータによって示される上りリンク－下りリン
ク設定であり、
　前記第１の上位層パラメータが設定されている場合、無線フレームのそれぞれに対して
、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第１の上りリンク－下りリンク設定は物理下
りリンク制御チャネルによってシグナルされる第１の下りリンク制御情報に基づく
　請求項１１から１５の通信方法。
【請求項１７】
　前記セカンダリーセルに対する第３の上位層パラメータであって、上りリンク－下りリ
ンク設定を示す前記第３の上位層パラメータが設定されていない場合、前記第２の上りリ
ンク－下りリンク設定は第４の上位層パラメータによって示される上りリンク－下りリン
ク設定であり、
　前記第３の上位層パラメータが設定されている場合、無線フレームのそれぞれに対して
、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第２の上りリンク－下りリンク設定は前記物
理下りリンク制御チャネルによってシグナルされる第２の下りリンク制御情報に基づく
　請求項１６の通信方法。
【請求項１８】
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　ＴＤＤ（Time Division Duplex）バンド間キャリアアグリゲーションをサポートする１
つまたは複数のバンドの組み合わせを示す情報を送信する
　請求項１１の通信方法。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対して、異なる上りリンク－下
りリンク設定を持つ複数のサービングセルを含む前記ＴＤＤ（Time Division Duplex）バ
ンド間キャリアアグリゲーションをサポートするかどうかを示す情報を送信し、
　前記複数のサービングセルは、１つのプライマリーセル、および、１つまたは複数のセ
カンダリーセルを含む
　請求項１８の通信方法。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対して、前記１つまたは複数の
バンドの組み合わせのそれぞれに属する前記複数のサービングセルにおける同時送受信の
能力に関する情報を送信する
　請求項１９の通信方法。
【請求項２１】
　チャネル状態情報参照リソースに対応するチャネル品質指標のインデックスを導き出す
機能と、
　前記チャネル品質指標の報告を行う機能と、を含む一連の機能を端末装置に発揮させ、
　前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの有効な下りリンクサブフレーム、または
、１つの有効なスペシャルサブフレームであり、
　セカンダリーセルにおける第１のサブフレームは、少なくとも、第１の条件を含む複数
の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、
　前記第１の条件は、第１の上りリンク－下りリンク設定が設定されるプライマリーセル
、および、前記第１の上りリンク－下りリンク設定とは異なる第２の上りリンク－下りリ
ンク設定が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、端末装置が前記プライマ
リーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プラ
イマリーセルにおける前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレームである、または
、前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームがＰＲＳ（Positioning Refere
nce Signals）を含む下りリンクサブフレームであることである
　集積回路。
【請求項２２】
　前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、第２の条件を
含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみな
され、
　前記第２の条件は、前記第１の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマ
リーセル、および、前記第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリ
ーセルが集約され、且つ、前記端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリー
セルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１の
サブフレームが下りリンクサブフレームであることである
　請求項２１の集積回路。
【請求項２３】
　前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、第３の条件を
含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効なスペシャルサブフレームであるとみな
され、
　前記第３の条件は、前記第１の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマ
リーセル、および、前記第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリ
ーセルが集約され、且つ、前記端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリー
セルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１の
サブフレームが所定の長さより長いＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）を含むスペ
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シャルサブフレームであることである
　請求項２１または２２の集積回路。
【請求項２４】
　前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームは、少なくとも、前記第３の条
件を含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効なスペシャルサブフレームであると
みなされる
　請求項２３の集積回路。
【請求項２５】
　前記チャネル状態情報参照リソースにおいて、前記チャネル品質指標のインデックスを
導き出すために、リソースエレメントが前記ＰＲＳに対して割り当てられていないとみな
す
　請求項２１から２４の集積回路。
【請求項２６】
　前記プライマリーセルに対する第１の上位層パラメータであって、上りリンク－下りリ
ンク設定を示す前記第１の上位層パラメータが設定されていない場合、前記第１の上りリ
ンク－下りリンク設定は第２の上位層パラメータによって示される上りリンク－下りリン
ク設定であり、
　前記第１の上位層パラメータが設定されている場合、無線フレームのそれぞれに対して
、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第１の上りリンク－下りリンク設定は物理下
りリンク制御チャネルによってシグナルされる第１の下りリンク制御情報に基づく
　請求項２１から２５の集積回路。
【請求項２７】
　前記セカンダリーセルに対する第３の上位層パラメータであって、上りリンク－下りリ
ンク設定を示す前記第３の上位層パラメータが設定されていない場合、前記第２の上りリ
ンク－下りリンク設定は第４の上位層パラメータによって示される上りリンク－下りリン
ク設定であり、
　前記第３の上位層パラメータが設定されている場合、無線フレームのそれぞれに対して
、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第２の上りリンク－下りリンク設定は前記物
理下りリンク制御チャネルによってシグナルされる第２の下りリンク制御情報に基づく
　請求項２６の集積回路。
【請求項２８】
　ＴＤＤ（Time Division Duplex）バンド間キャリアアグリゲーションをサポートする１
つまたは複数のバンドの組み合わせを示す情報を送信する
　請求項２１の集積回路。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対して、異なる上りリンク－下
りリンク設定を持つ複数のサービングセルを含む前記ＴＤＤ（Time Division Duplex）バ
ンド間キャリアアグリゲーションをサポートするかどうかを示す情報を送信し、
　前記複数のサービングセルは、１つのプライマリーセル、および、１つまたは複数のセ
カンダリーセルを含む
　請求項２８の集積回路。
【請求項３０】
　前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対して、前記１つまたは複数の
バンドの組み合わせのそれぞれに属する前記複数のサービングセルにおける同時送受信の
能力に関する情報を送信する
　請求項２９の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、集積回路、および、通信方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（
evolved NodeB）、移動局装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥは、基地局
装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基
地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤは、上りリンク
信号と下りリンク信号を時分割多重することによって、単一の周波数帯域において全二重
通信（full duplex communication）を可能にする技術である。
【０００４】
　３ＧＰＰにおいて、トラフィックアダプテーション技術と干渉軽減技術（DL-UL Interf
erence Management and Traffic Adaptation）をＴＤ－ＬＴＥに適用することが検討され
ている。トラフィックアダプテーション技術は、上りリンクのトラフィックと下りリンク
のトラフィックに応じて、上りリンクリソースと下りリンクリソースの比率を変更する技
術である。該トラフィックアダプテーション技術をダイナミックＴＤＤとも称する。
【０００５】
　非特許文献１において、フレキシブルサブフレーム（flexible subframe）を用いる方
法が、トラフィックアダプテーションを実現する方法として提示されている。基地局装置
は、フレキシブルサブフレームにおいて、上りリンク信号の受信または下りリンク信号の
送信を行なうことができる。非特許文献１において、移動局装置は、基地局装置によって
、フレキシブルサブフレームにおいて上りリンク信号の送信を指示されない限り、該フレ
キシブルサブフレームを下りリンクサブフレームとみなす。
【０００６】
　非特許文献１には、新たに導入する上りリンク－下りリンク設定（uplink-downlink co
nfiguration）に基づいてＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）に対するＨ
ＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat reQuest）タイミングを決定し、最初のUL-DL configu
rationに基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）に対するＨＡＲＱタイ
ミングを決定することが記載されている。
【０００７】
　非特許文献２には、（ａ）UL/DL Reference Configurationを導入すること、（ｂ）い
くつかのサブフレームはスケジューラからのダイナミック・グラント／アサインメントに
よって上りリンク、または下りリンクの何れかのためにスケジュールされ得ることが記載
されている。
【０００８】
　非特許文献３のセクション７．２には、チャネル状態情報（Channel State Informatio
n: CSI）の報告のための移動局装置の手順が記載されている。基地局装置は、複数の移動
局装置から報告されたチャネル状態情報に基づいて、移動局装置に下りリンクのリソース
を割り当てる。チャネル状態情報は、チャネル品質指標（Channel Quality Indicator: C
QI）を含む。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】"On standardization impact of TDD UL-DL adaptation", R1-122016, 
Ericsson, ST-Ericsson, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #69, Prague, Czech Republic, 21s
t - 25th May 2012.
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【非特許文献２】"Signalling support for dynamic TDD", R1-130558, Ericsson, ST-Er
icsson, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #72, St Julian’s, Malta, 28th January - 1st Fe
bruary 2013.
【非特許文献３】"3GPP TS36.213 v11.2.0 (2013-02)", 15th March February, 2013.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記の無線通信システムにおいて、チャネル状態情報に関する技術は十
分検討されていない。本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、チャ
ネル状態情報が用いられる無線通信システムにおいて、効率的に通信することができる端
末装置、集積回路、および、通信方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の端末装置は、チャネル状態情報参照リソースに対応するチャネル品質指標のイ
ンデックスを導き出す測定部と、前記チャネル品質指標の報告を行う送信部と、を備え、
前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの有効な下りリンクサブフレーム、または、
１つの有効なスペシャルサブフレームであり、セカンダリーセルにおける第１のサブフレ
ームは、少なくとも、第１の条件を含む複数の条件を満たす場合に、前記１つの有効な下
りリンクサブフレームであるとみなされ、前記第１の条件は、第１の上りリンク－下りリ
ンク設定が設定されるプライマリーセル、および、前記第１の上りリンク－下りリンク設
定とは異なる第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリーセルが集
約され、且つ、端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同
時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームが
下りリンクサブフレームである、または、前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブ
フレームがＰＲＳ（Positioning Reference Signals）を含む下りリンクサブフレームで
あることである。
【００１２】
　（２）また本発明の通信方法は、端末装置に用いられる通信方法であって、チャネル状
態情報参照リソースに対応するチャネル品質指標のインデックスを導き出し、前記チャネ
ル品質指標の報告を行い、前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの有効な下りリン
クサブフレーム、または、１つの有効なスペシャルサブフレームであり、セカンダリーセ
ルにおける第１のサブフレームは、少なくとも、第１の条件を含む複数の条件を満たす場
合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、前記第１の条件は、
第１の上りリンク－下りリンク設定が設定されるプライマリーセル、および、前記第１の
上りリンク－下りリンク設定とは異なる第２の上りリンク－下りリンク設定が設定される
前記セカンダリーセルが集約され、且つ、端末装置が前記プライマリーセルおよび前記セ
カンダリーセルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリーセルにおける
前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレームである、または、前記セカンダリーセ
ルにおける前記第１のサブフレームがＰＲＳ（Positioning Reference Signals）を含む
下りリンクサブフレームであることである。
【００１３】
　（３）また本発明の集積回路は、チャネル状態情報参照リソースに対応するチャネル品
質指標のインデックスを導き出す機能と、前記チャネル品質指標の報告を行う機能と、を
含む一連の機能を端末装置に発揮させ、前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの有
効な下りリンクサブフレーム、または、１つの有効なスペシャルサブフレームであり、セ
カンダリーセルにおける第１のサブフレームは、少なくとも、第１の条件を含む複数の条
件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、前記第
１の条件は、第１の上りリンク－下りリンク設定が設定されるプライマリーセル、および
、前記第１の上りリンク－下りリンク設定とは異なる第２の上りリンク－下りリンク設定
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が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、端末装置が前記プライマリーセル
および前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライマリー
セルにおける前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレームである、または、前記セ
カンダリーセルにおける前記第１のサブフレームがＰＲＳ（Positioning Reference Sign
als）を含む下りリンクサブフレームであることである。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、チャネル状態情報が用いられる無線通信システムにおいて、移動局
装置と基地局装置とが効率的に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態のスロットの構成を示す図である。
【図４】本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図５】本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図６】本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の配
置の一例を示す図である。
【図７】本実施形態の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図９】本実施形態における上りリンク－下りリンク設定の一例を示す表である。
【図１０】本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。
【図１１】本実施形態における第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法
を示すフロー図である。
【図１２】本実施形態における他のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１の
上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカンダリーセル）に対する
第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア、および、セカンダリーセ
ルに対する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図である。
【図１３】本実施形態における第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法
を示すフロー図である。
【図１４】本実施形態におけるプライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定、および、セカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によっ
て形成されるペア、および、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定の対応を示す図である。
【図１５】本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示される
サブフレームと第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示されるサブフレームの
関係を示す図である。
【図１６】本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示される
サブフレームと第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示されるサブフレームと
送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって指示されるサブフレームの関係を示す図である。
【図１７】本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と第１の下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定と送信方向ＵＬ－ＤＬ設定の関係を示す図である。
【図１８】本実施形態におけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブ
フレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置さ
れるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。
【図１９】本実施形態におけるＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＨＩＣＨ
が対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋとの対応を示す図である。
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【図２０】本実施形態におけるＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨ
が対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。移動局
装置１は、図２０の表に従ってｋの値を特定（選択、決定）する。
【図２１】本実施形態におけるＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋと前記ＰＤＳ
ＣＨが対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎとの対応を示す図である。
【図２２】本実施形態におけるＣＱＩインデックスに対応する変調方式と符号化率を示す
表である。
【図２３】本実施形態におけるサブフレームセットの構成の一例を示す図である。
【図２４】本実施形態におけるＵＲＳ、ＣＲＳおよび制御シグナル（ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩ
ＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ）の配置の一例を示す図である。
【図２５】本実施形態におけるＵＲＳの配置の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１７】
　本実施形態では、移動局装置は、複数のセルが設定される。移動局装置が複数のセルを
介して通信する技術をセルアグリゲーション、またはキャリアアグリゲーションと称する
。移動局装置に対して設定される複数のセルのそれぞれにおいて、本発明が適用されても
よい。また、設定された複数のセルの一部において、本発明が適用されてもよい。移動局
装置に設定されるセルを、サービングセルとも称する。
【００１８】
　設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）と１つま
たは複数のセカンダリーセル（ＳＣｅｌｌ）とを含む。プライマリーセルは、初期コネク
ション構築（initial connection establishment）プロシージャが行なわれたサービング
セル、コネクション再構築（connection re-establishment）プロシージャを開始したサ
ービングセル、または、ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示され
たセルである。ＲＲＣコネクションが構築された時点、または、後に、セカンダリーセル
が設定されてもよい。
【００１９】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）方式が適用される
。セルアグリゲーションの場合には、複数のセルの全てに対してＴＤＤ方式が適用されて
もよい。また、セルアグリゲーションの場合には、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ
（Frequency Division Duplex）方式が適用されるセルが集約されてもよい。ＴＤＤが適
用されるセルとＦＤＤが適用されるセルとが集約される場合に、ＴＤＤが適用されるセル
に対して本発明を適用することができる。
【００２０】
　移動局装置は、移動局装置によってキャリアアグリゲーションがサポートされているバ
ンドの組合せを示す情報を、基地局装置に送信する。移動局装置は、バンドの組合せのそ
れぞれに対して、異なる複数のバンドにおける前記複数のサービングセルにおける同時送
信および受信をサポートしているかどうかを指示する情報を、基地局装置に送信する。
【００２１】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００２２】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、移動局装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、移動局装置１Ａ
～１Ｃを移動局装置１という。
【００２３】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
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【００２４】
　図１において、移動局装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の
上りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力され
た情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００２５】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる物理チャネルである。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状
態情報（Channel State Information: CSI）、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すスケジュ
ーリング要求（Scheduling Request: SR）、下りリンクデータ（Transport block, Downl
ink-Shared Channel: DL-SCH）に対するＡＣＫ（acknowledgement）／ＮＡＣＫ（negativ
e-acknowledgement）を含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱフィー
ドバック、または、応答情報とも称する。
【００２６】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる物理チャネルである。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また、
ＰＵＳＣＨはチャネル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態情報
のみを送信するために用いられてもよい。
【００２７】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる物理チャネ
ルである。ＰＲＡＣＨは、移動局装置１が基地局装置３と時間領域の同期をとることを主
な目的とする。その他に、ＰＲＡＣＨは、初期コネクション構築（initial connection e
stablishment）プロシージャ、ハンドオーバプロシージャ、コネクション再構築（connec
tion re-establishment）プロシージャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整
）、およびＰＵＳＣＨリソースの要求を示すためにも用いられる。
【００２８】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理信号が用いられる。
上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００２９】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００３０】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信す
ることを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信
することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００３１】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリ
ンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。移動局装置１は、上位層によっ
て設定された第１のリソースにおいて第１のＳＲＳを送信する。さらに、移動局装置１は
、ＰＤＣＣＨを介してＳＲＳの送信を要求することを示す情報を受信した場合に、上位層
によって設定された第２のリソースにおいて第２のＳＲＳを１回のみ送信する。第１のＳ
ＲＳをピリオディックＳＲＳまたはタイプ０トリガードＳＲＳとも称する。第２のＳＲＳ
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をアピリオディックＳＲＳまたはタイプ１トリガードＳＲＳとも称する。アピリオディッ
クＳＲＳの送信は、ＳＲＳの送信を要求することを示す情報によってスケジュールされる
。
【００３２】
　図１において、基地局装置３から移動局装置１への下りリンクの無線通信では、以下の
下りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力され
た情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００３３】
　ＰＢＣＨは、移動局装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（
Master Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられ
る。ＭＩＢは、４０ms間隔で送信され、ＭＩＢは１０ｍｓ周期で繰り返し送信される。具
体的には、SFN mod 4 = 0を満たす無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩＢ
の初期送信が行なわれ、他の全ての無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩＢ
の再送信（repetition）が行なわれる。ＳＦＮ（system frame number）は無線フレーム
の番号である。ＭＩＢはシステム情報である。例えば、ＭＩＢは、ＳＦＮを示す情報を含
む。
【００３４】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００３５】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。例えば、移動局装置１がＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータを受信した
場合は、対応する上りリンクデータを再送しない。例えば、移動局装置１がＮＡＣＫを示
すＨＡＲＱインディケータを受信した場合は、対応する上りリンクデータを再送する。単
一のＰＨＩＣＨは、単一の上りリンクデータに対するＨＡＲＱインディケータを送信する
。基地局装置３は、同一のＰＵＳＣＨに含まれる複数の上りリンクデータに対するＨＡＲ
Ｑインディケータのそれぞれを複数のＰＨＩＣＨを用いて送信する。
【００３６】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、下りリンクグラント（downlink grant）および上りリ
ンクグラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメン
ト（downlink assignment）または下りリンク割り当て（downlink allocation）とも称す
る。
【００３７】
　下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、単
一のセル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは
、該上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ以上後のサブフレーム内の単
一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
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【００３８】
　ＤＣＩフォーマットには、ＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）パリティビットが付加
される。ＣＲＣパリティビットは、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Ident
ifier）、または、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Net
work Temporary Identifier）でスクランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－
ＲＮＴＩは、セル内において移動局装置を識別するための識別子である。
【００３９】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御する
ために用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを
周期的に割り当てるために用いられる。
【００４０】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
【００４１】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００４２】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００４３】
　同期信号は、移動局装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるため
に用いられる。ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、
５、６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０
と５に配置される。
【００４４】
　下りリンク参照信号は、移動局装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なう
ために用いられる。下りリンク参照信号は、移動局装置１が下りリンクのチャネル状態情
報を算出するために用いられる。
【００４５】
　本実施形態において、以下の５つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
【００４６】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信される。ＣＲＳは、ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／Ｐ
ＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。ＣＲＳは、移動
局装置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられてもよい。ＰＢＣＨ
／ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポート
で送信される。
【００４７】
　ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブ
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フレームおよび帯域で送信される。ＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行な
うために用いられる。
【００４８】
　ＰＤＳＣＨは、ＣＲＳまたはＵＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される。
ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信されるＰＤ
ＳＣＨのスケジューリングに用いられる。ＤＣＩフォーマット２Ｄは、ＵＲＳの送信に用
いられるアンテナポートで送信されるＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００４９】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。ＥＰＤＣＣＨは、ＤＭＲＳの送信に用いられるアン
テナポートで送信される。
【００５０】
　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、設定されたサブフレームで送信される。ＮＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓが送信されるリソースは、基地局装置が設定する。ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、移動局装
置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。移動局装置１は、Ｎ
ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号測定（チャネル測定）を行なう。
【００５１】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置３が設定する。基地局装置３は、ＺＰ　
ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを送
信しない。基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて、ＰＤＳＣ
ＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。例えば、あるセルにおいてＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳが
対応するリソースにおいて、移動局装置１は、干渉を測定することができる。
【００５２】
　ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される
。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳの送信用いられるアンテナポートで送信される。
【００５３】
　ＰＲＳは、ＲＳＴＤ（Reference Signal Time Difference）の測定のために用いられて
もよい。ＲＳＴＤは、隣接セルと参照セルの間の相対的なタイミング差（relative timin
g difference）によって定義される。ＲＳＴＤは、隣接セルから１つのサブフレームのス
タートを受信したときの時間、および、参照セルから１つのサブフレームのスタートを受
信したときの時間の差によって定義されてもよい。参照セルは、プライマリーセルであっ
てもよいし、セカンダリーセルであってもよい。
【００５４】
　移動局装置１は、基地局装置３にＲＳＴＤ測定の報告を行う。基地局装置３は、ＲＳＴ
Ｄ測定の報告に基づいて移動局装置１の地理的な位置を推定する。
【００５５】
　移動局装置１は、参照セルにおけるＰＲＳの設定を示す情報、および、隣接セルにおけ
るＰＲＳの設定を示す情報を受信する。ＰＲＳが含まれるサブフレームは、参照セルにお
けるＰＲＳの設定を示す情報、および、隣接セルにおけるＰＲＳの設定を示す情報に基づ
いて与えられる。ＰＲＳが含まれるサブフレームを、ＰＲＳが設定されるサブフレーム、
ＰＲＳをともなうサブフレーム、ＰＲＳインスタンス（instance）、および、ＰＲＳオケ
ージョン（occasion）とも称する。
【００５６】
　ＰＲＳが含まれるサブフレームは、上位層によって設定される。ＰＲＳは下りリンクサ
ブフレームのみにおいて送信される。ＰＲＳはＤｗＰＴＳにおいて送信されない。ＰＲＳ
は、ＰＢＣＨ、または、同期信号に割り当てられるリソースエレメントにマップされない
。
【００５７】
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　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００５８】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００５９】
　以下、本実施形態の無線フレーム（radio frame）の構成について説明する。
【００６０】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。無線フレームのそれぞ
れは、１０ｍｓ長である。図２において、横軸は時間軸である。また、無線フレームのそ
れぞれは２つのハーフフレームから構成される。ハーフフレームのそれぞれは、５ｍｓ長
である。ハーフフレームのそれぞれは、５のサブフレームから構成される。サブフレーム
のそれぞれは、１ｍｓ長であり、２つの連続するスロットによって定義される。スロット
のそれぞれは、０．５ｍｓ長である。無線フレーム内のｉ番目のサブフレームは、（２×
ｉ）番目のスロットと（２×ｉ＋１）番目のスロットとから構成される。つまり、１０ｍ
ｓ間隔のそれぞれにおいて、１０個のサブフレームが利用できる。
【００６１】
　本実施形態では、以下の３つのタイプのサブフレームを定義する。
・下りリンクサブフレーム（第１のサブフレーム）
・上りリンクサブフレーム（第２のサブフレーム）
・スペシャルサブフレーム（第３のサブフレーム）
【００６２】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およびＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計の長さは
１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。
ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは下りリン
ク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。尚、スペシャルサブフレ
ームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよびＵｐＰＴＳ
のみによって構成されてもよい。
【００６３】
　単一の無線フレームは、少なくとも下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム
、およびスペシャルサブフレームから構成される。
【００６４】
　本実施形態の無線通信システムは、５ｍｓと１０ｍｓの下りリンク‐上りリンク・スイ
ッチポイント周期（downlink-to-uplink switch-point periodicity）をサポートする。
下りリンク‐上りリンク・スイッチポイント周期が５ｍｓの場合には、無線フレーム内の
両方のハーフフレームにスペシャルサブフレームが含まれる。下りリンク‐上りリンク・
スイッチポイント周期が１０ｍｓの場合には、無線フレーム内の最初のハーフフレームの
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みにスペシャルサブフレームが含まれる。
【００６５】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。
【００６６】
　図３は、本実施形態のスロットの構成を示す図である。本実施形態では、ＯＦＤＭシン
ボルに対してノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）が適用される。尚、ＯＦＤＭシンボ
ルに対して拡張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）が適用されてもよい。スロットのそれぞ
れにおいて送信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現さ
れる。図３において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。下りリンクにおいて
、リソースグリッドは複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される
。上りリンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャリアと複数のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルによって定義される。１つのスロットを構成するサブキャリアの数は、セルの帯
域幅に依存する。１つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルの数は７である。リソースグリッド内のエレメントのそれぞれをリソースエレメント
と称する。リソースエレメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルの番号とを用いて識別する。
【００６７】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントへのマッピングを表現するために用いられる。リソースブロックは、仮想リ
ソースブロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リ
ソースブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロッ
クにマップされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯ
ＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサ
ブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個の
リソースエレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域に
おいて１つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソ
ースブロックは周波数領域において０から番号が付けられる。
【００６８】
　以下、サブフレームのそれぞれにおいて送信される物理チャネルおよび物理信号につい
て説明する。
【００６９】
　図４は、本実施形態の下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図４において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。基地局装置３は、下りリンクサブフレームにおいて、下りリンク物理チャネル（ＰＢＣ
Ｈ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ）、および下り
リンク物理信号（同期信号、下りリンク参照信号）を送信してもよい。尚、ＰＢＣＨは無
線フレーム内のサブフレーム０のみで送信される。尚、下りリンク参照信号は周波数領域
および時間領域において分散するリソースエレメントに配置される。説明の簡略化のため
図４において下りリンク参照信号は図示しない。
【００７０】
　ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数および時間多重されてもよい。Ｅ
ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＥＰＤＣＣＨが周波数、時間、および空間多重されても
よい。ＰＤＳＣＨ領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波数および空間多重されてもよい
。ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは時間多重されてもよい。ＰＤＳＣＨとＥ
ＰＤＣＣＨは周波数多重されてもよい。
【００７１】
　図５は、本実施形態の上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図５において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。移動局装置１は、上りリンクサブフレームにおいて、上りリンク物理チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ）、および上りリンク物理信号（ＤＭＲＳ、ＳＲＳ）を送
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信してもよい。ＰＵＣＣＨ領域において、複数のＰＵＣＣＨが周波数、時間、および符合
多重される。ＰＵＳＣＨ領域において、複数のＰＵＳＣＨが周波数および空間多重されて
もよい。ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨは周波数多重されてもよい。ＰＲＡＣＨは単一のサブフ
レームまたは２つのサブフレームにわたって配置されてもよい。また、複数のＰＲＡＣＨ
が符号多重されてもよい。
【００７２】
　ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて送信され
る。つまり、ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置
される。移動局装置１は、単一のセルの単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、ＳＲＳ
とＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨを同時に送信することはできない。移動局装置１
は、単一のセルの単一の上りリンクサブフレームにおいて、該上りリンクサブフレーム内
の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＰＵＳＣＨおよ
び／またはＰＵＣＣＨを送信し、該上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルを用いてＳＲＳを送信することができる。つまり、単一のセルの単一の上りリンク
サブフレームにおいて、移動局装置１は、ＳＲＳとＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨの両方を送信
することができる。尚、ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨと時間多重される。説明
の簡略化のため図５においてＤＭＲＳは図示しない。
【００７３】
　図６は、本実施形態のスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理信号の
配置の一例を示す図である。図６において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。図６において、ＤｗＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１番目から１０番目のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＧＰはスペシャルサブフレーム内の１１番目と１２番目
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成され、ＵｐＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１３
番目と１４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。
【００７４】
　基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、および、下りリンク参照信
号を送信してもよい。基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、
ＰＢＣＨを送信しない。移動局装置１は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにおいて
、ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。つまり、移動局装置１は、スペシャルサ
ブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳを送信しな
い。
【００７５】
　図７は、本実施形態の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、移動局装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７
と送受信アンテナ１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソー
ス制御部１０１１、サブフレーム設定部１０１３、スケジューリング情報解釈部１０１５
、および、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告制御部１０１７を含んで構成される。また、
受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無線受信部
１０５７と測定部１０５９を含んで構成される。また、送信部１０７は、符号化部１０７
１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と上りリンク参照信号生成部
１０７９を含んで構成される。
【００７６】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【００７７】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
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管理をする。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置され
る情報を生成し、送信部１０７に出力する。
【００７８】
　上位層処理部１０１が備えるサブフレーム設定部１０１３は、第１の上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定（Uplink reference configuration）、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定（Downlink reference configuration）、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定（transmission dir
ection configuration）の管理をする。
【００７９】
　サブフレーム設定部１０１３は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。また、サブフレーム設
定部１０１３は、少なくとも２つのサブフレームセットをセットする。
【００８０】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１５は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩフォーマット（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩフ
ォーマットを解釈した結果に基づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を行なう
ために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【００８１】
　スケジューリング情報解釈部１０１５は、さらに、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて
、送信処理および受信処理を行うタイミングを決定する。
【００８２】
　ＣＳＩ報告制御部１０１７は、ＣＳＩ参照リソースを特定する。ＣＳＩ報告制御部１０
１７は、測定部１０５９に、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導き出すよう指示す
る。ＣＳＩ報告制御部１０１７は、送信部１０７に、ＣＱＩを送信するよう指示をする。
ＣＳＩ報告制御部１０１７は、測定部１０５９がＣＱＩを算出する際に用いる設定をセッ
トする。
【００８３】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【００８４】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１０１に出力する。
【００８５】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信した下りリンクの信号を、
中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、
信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分およ
び直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変
換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guar
d Interval: GI）に相当する部分を除去し、ガードインターバルを除去した信号に対して
高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出す
る。
【００８６】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部１０５５は
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、測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤ
ＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５は、分離
した下りリンク参照信号を測定部１０５９に出力する。
【００８７】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
および／またはＥＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０
５１へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの復号を
試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応す
るＲＮＴＩとを上位層処理部１０１に出力する。
【００８８】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行い、
復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力する
。
【００８９】
　測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号から下りリ
ンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態を上位層
処理部１０１へ出力する。また、測定部１０５９は、下りリンク参照信号から下りリンク
の伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。測定部１０５９は、ＣＱＩ
の算出のために、チャネル測定、および／または、干渉測定を行なう。
【００９０】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【００９１】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳込み
符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。また、符号化部１０７１は、ＰＵＳＣＨのス
ケジューリングに用いられる情報に基づきターボ符号化を行なう。
【００９２】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、ＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる情報に基づき、空間多重されるデータの系列の数を決定し、ＭＩＭ
Ｏ　ＳＭ（Multiple Input Multiple Output Spatial Multiplexing）を用いることによ
り同一のＰＵＳＣＨで送信される複数の上りリンクデータを、複数の系列にマッピングし
、この系列に対してプレコーディング（precoding）を行なう。
【００９３】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参照信号を配置
する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシーケンス
の生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系列を生
成する。多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨ
の変調シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform
: DFT）する。また、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上り
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リンク参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７５は、ＰＵＣ
ＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソー
スエレメントに配置する。
【００９４】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調された
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号
を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中
間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分
を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）
し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０９に出力して送信する
。
【００９５】
　図８は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０７
、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は、
無線リソース制御部３０１１、サブフレーム設定部３０１３、スケジューリング部３０１
５、および、ＣＳＩ報告制御部３０１７を含んで構成される。また、受信部３０５は、復
号化部３０５１、復調部３０５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７と測定部３
０５９を含んで構成される。また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３
、多重部３０７５、無線送信部３０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構
成される。
【００９６】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
【００９７】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノー
ドから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、移動局
装置１各々の各種設定情報の管理をする。
【００９８】
　上位層処理部３０１が備えるサブフレーム設定部３０１３は、第１の上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定、第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定の管理を
、移動局装置１のそれぞれに対して行なう。
【００９９】
　サブフレーム設定部３０１３は、移動局装置１のそれぞれに対して、第１の上りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を
セットする。
【０１００】
　サブフレーム設定部３０１３は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情
報、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情報、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を
示す第３の情報を生成する。サブフレーム設定部３０１３は、送信部３０７を介して、第
１の情報、第２の情報、および、第３の情報を、移動局装置１に送信する。
【０１０１】
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　基地局装置３は、移動局装置１に対する、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。
また、基地局装置３は、移動局装置１に対する、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、
第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を上位ノードか
ら指示されてもよい。
【０１０２】
　例えば、サブフレーム設定部３０１３は、上りリンクのトラフィック量および下りリン
クのトラフィック量に基づいて、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。
【０１０３】
　サブフレーム設定部３０１３は、少なくとも２つのサブフレームセットの管理を行なう
。サブフレーム設定部３０１３は、移動局装置１のそれぞれに対して、少なくとも２つの
サブフレームセットをセットしてもよい。サブフレーム設定部３０１３は、サービングセ
ルのそれぞれに対して、少なくとも２つのサブフレームセットをセットしてもよい。サブ
フレーム設定部３０１３は、ＣＳＩプロセスのそれぞれに対して、少なくとも２つのサブ
フレームセットをセットしてもよい。
【０１０４】
　サブフレーム設定部３０１３は、少なくとも２つのサブフレームセットを示す情報を、
送信部３０７を介して、移動局装置１に送信する。
【０１０５】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１５は、受信したチャネル状態情
報および測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などから、物理
チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレーム、物理
チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信電力など
を決定する。スケジューリング部３０１５は、フレキシブルサブフレームにおいて下りリ
ンク物理チャネルおよび／または下りリンク物理信号をスケジュールするか、上りリンク
物理チャネルおよび／または上りリンク物理信号をスケジュールするかを決定する。スケ
ジューリング部３０１５は、スケジューリング結果に基づき、受信部３０５、および送信
部３０７の制御を行なうために制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）を生成し、制御
部３０３に出力する。
【０１０６】
　スケジューリング部３０１５は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（ＰＤ
ＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）のスケジューリングに用いられる情報を生成する。スケジュー
リング部３０１５は、さらに、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定、および／または、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、送信処理および受信
処理を行うタイミングを決定する。
【０１０７】
　上位層処理部３０１が備えるＣＳＩ報告制御部３０１７は、移動局装置１のＣＳＩ報告
を制御する。ＣＳＩ報告制御部３０１７は、移動局装置１がＣＳＩ参照リソースにおいて
ＣＱＩを導き出すために想定する、各種設定を示す情報を、送信部３０７を介して、移動
局装置１に送信する。
【０１０８】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。



(22) JP 2017-5331 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

【０１０９】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して移動局装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受
信された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）
、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し
、受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたア
ナログ信号をディジタル信号に変換する。
【０１１０】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
rval: GI）に相当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除
去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数
領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力する。
【０１１１】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各移動局装置１に通知した上りリンクグラントに
含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５
は、測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬
路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号を測定部
３０５９に出力する。
【０１１２】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が移動局装置１各々に上りリンクグラントで予
め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、移動局装置１
各々に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列に対して
行なうプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより
同一のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する。
【０１１３】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が移動局装置１に上りリンクグラント
で予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御
情報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１
は、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと
、復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。測定部３０９は、多重分離部３０５５
から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測定し、
多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０１１４】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ３０９を介して
移動局装置１に信号を送信する。
【０１１５】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み符号化、ターボ
符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制御
部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化部
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３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等
の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する。
【０１１６】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、移動局装置１が既知の系列を下りリ
ンク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シンボル
と生成された下りリンク参照信号を多重する。つまり、多重部３０７５は、変調された各
チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号をリソースエレメントに配置す
る。
【０１１７】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調された
ＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成
し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波
数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去
し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、余
分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０１１８】
　以下、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（uplink reference uplink-downlink con
figuration）、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（downlink reference uplink-down
link configuration）、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定（transmission direction uplink-down
link configuration）について説明する。
【０１１９】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の
上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方
向ＵＬ－ＤＬ設定は、上りリンク－下りリンク設定（uplink - downlink configuration,
 UL - DL configuration）によって定義される。
【０１２０】
　上りリンク－下りリンク設定は、無線フレーム内におけるサブフレームのパターンに関
する設定である。上りリンク－下りリンク設定は、無線フレーム内におけるサブフレーム
のそれぞれが、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャル
サブフレームの何れであるかを示す。
【０１２１】
　つまり、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および
、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、無線フレーム内における下りリンクサブフレーム、上りリ
ンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのパターンによって定義される。
【０１２２】
　下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレーム
のパターンとは、サブフレーム＃０から＃９のそれぞれが、下りリンクサブフレーム、上
りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのいずれであるかを示すもので
あり、好ましくは、ＤとＵとＳ（それぞれ下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレ
ーム、および、スペシャルサブフレームを示す）の長さ１０となる任意の組み合わせで表
現される。より好ましくは、先頭（つまりサブフレーム＃０）がＤで、２番目（つまりサ
ブフレーム＃１）がＳである。
【０１２３】
　図９は、本実施形態における上りリンク－下りリンク設定の一例を示す表である。図９
において、Ｄは下りリンクサブフレームを示し、Ｕは上りリンクサブフレームを示し、Ｓ
はスペシャルサブフレームを示す。
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【０１２４】
　図９において、無線フレーム内のサブフレーム１は、常にスペシャルサブフレームであ
る。図９において、サブフレーム０と５は常に下りリンク送信のためにリザーブされ、サ
ブフレーム２は常に上りリンク送信のためにリザーブされる。
【０１２５】
　図９において、下りリンク－上りリンク・スイッチポイント周期が５ｍｓの場合に、無
線フレーム内のサブフレーム６はスペシャルサブフレームであり、下りリンク－上りリン
ク・スイッチポイント周期が１０ｍｓの場合に、無線フレーム内のサブフレーム６は下り
リンクサブフレームである。
【０１２６】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を第１のパラメータ、第１の設定、または、サー
ビングセル上りリンク－下りリンク設定とも称する。第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定を第２のパラメータ、または、第２の設定とも称する。第２の上りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定を第３のパラメータ、または、第３の設定とも称する。第２の下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定を第４のパラメータ、または、第４の設定とも称する。送信方向ＵＬ－ＤＬ設
定を第５のパラメータまたは第５の設定とも称する。
【０１２７】
　第１または第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定として上りリンク－下りリンク設定ｉ
がセットされることを、第１または第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされ
ると称する。第１または第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定として上りリンク－下りリ
ンク設定ｉがセットされることを、第１または第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉが
セットされると称する。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定として上りリンク－下りリンク設定ｉが
セットされることを、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する。
【０１２８】
　以下、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、
および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定にセッティング方法ついて説明する。
【０１２９】
　基地局装置３は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。基地局装置３は、第１の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報（TDD-Config）、第１の下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定を示す第２の情報、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報を、Ｍ
ＩＢ、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージ、システムインフォメー
ションメッセージ、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）、および、物
理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）の少なくとも１つに含めて送信してもよ
い。また、基地局装置３は、状況に応じて、第１の情報、第２の情報、および、第３の情
報を、ＭＩＢ、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージ、システムイン
フォメーションメッセージ、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）、お
よび、物理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）の何れかに含めてもよい。
【０１３０】
　複数のサービングセルのそれぞれに対して、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第
２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２の下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定が定義されてもよい。
【０１３１】
　基地局装置３は、サービングセルのそれぞれに対する、第１の情報、第２の情報、およ
び、第３の情報を、複数のサービングセルが設定された移動局装置１に送信する。尚、サ
ービングセルのそれぞれに対して、第１の情報、第２の情報、および、第３の情報が定義
されてもよい。
【０１３２】
　基地局装置３は、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルから構成され
る２つのサービングセルが設定された移動局装置１に対して、プライマリーセルに対する
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第１の情報、プライマリーセルに対する第２の情報、プライマリーセルに対する第３の情
報、セカンダリーセルに対する第１の情報、セカンダリーセルに対する第２の情報、およ
び、セカンダリーセルに対する第３の情報を送信してもよい。
【０１３３】
　複数のサービングセルが設定された移動局装置１は、サービングセルのそれぞれに対し
て、第１の情報、第２の情報、および、第３の情報に基づいて、第１の上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、送信方向ＤＬ－ＵＬ設定
をセットしてもよい。
【０１３４】
　１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルから構成される２つのサービン
グセルが設定された移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定、プライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、プライ
マリーセルに対する送信方向ＤＬ－ＵＬ設定、セカンダリーセルに対する第１の上りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定、セカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
、セカンダリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットしてもよい。
【０１３５】
　プライマリーセルに対する第１の情報は、システムインフォメーションブロックタイプ
１メッセージ、または、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。セカンダリーセル
に対する第１の情報は、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。プライマリーセル
に対する第２の情報は、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージ、シス
テムインフォメーションメッセージ、または、ＲＲＣメッセージに含まれることが好まし
い。セカンダリーセルに対する第２の情報は、ＲＲＣメッセージに含まれることが好まし
い。第３の情報は、物理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）に含まれることが
好ましい。
【０１３６】
　第１の情報は、セル内の複数の移動局装置１に対して共通であることが好ましい。第２
の情報は、セル内の複数の移動局装置１に対して共通であってもよいし、移動局装置１に
対して専用であってもよい。第３の情報は、セル内の複数の移動局装置１に対して共通で
あってもよいし、移動局装置１に対して専用であってもよい。
【０１３７】
　システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、SFN mod 8 = 0を満たす
無線フレームのサブフレーム５においてＰＤＳＣＨを介して初期送信が行われ、SFN mod 
2= 0を満たす他の無線フレームにおけるサブフレーム５において再送信（repetition）が
行なわれる。システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、スペシャルサ
ブフレームの構成（ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの長さ）を示す情報を含む。シ
ステムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、セル固有の情報である。
【０１３８】
　システムインフォメーションメッセージは、ＰＤＳＣＨを介して伝送される。システム
インフォメーションメッセージは、セル固有の情報である。システムインフォメーション
メッセージは、システムインフォメーションブロックタイプ１以外のシステムインフォメ
ーションブロックＸを含む。
【０１３９】
　ＲＲＣメッセージはＰＤＳＣＨを介して伝送される。ＲＲＣメッセージは、ＲＲＣ層に
おいて処理される情報／信号である。ＲＲＣメッセージは、セル内の複数の移動局装置１
に対して共通であってもよいし、特定の移動局装置１に対して専用であってもよい。
【０１４０】
　ＭＡＣ　ＣＥはＰＤＳＣＨを介して送信される。ＭＡＣ　ＣＥは、ＭＡＣ層において処
理される情報／信号である。
【０１４１】
　移動局装置１は、サブフレームｎ－ｋにおいて第１の情報および／または第２の情報お
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よび／または第３の情報を含む物理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）を、下
りリンク物理チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ）を介して受信した場合、サ
ブフレームｎにおいて第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および／または第１の下りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および／または送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（有効にす
る）ことが好ましい。例えば、ｋは４または８である。例えば、サブフレームｎ＋ｋは、
該物理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）の送信に用いられた下りリンク物理
チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（ＡＣＫ）を
送信するサブフレームである。例えば、ｋは図２１の表および現在の第１または第２の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて決定される。
【０１４２】
　移動局装置１は、無線フレームｎ－ｋにおいて第３の情報を含む物理層の制御情報（例
えば、ＤＣＩフォーマット）を、下りリンク物理チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤ
ＣＣＨ）を介して受信した場合、無線フレームｎにおいて送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセッ
トする（有効にする）ことが好ましい。例えば、ｋは１である。無線フレームｎ－ｋにお
いて受信した第３の情報は、無線フレームｎのみに対して有効であってもよい。
【０１４３】
　図１０は、本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。移動局装置１は、
複数のサービングセルのそれぞれに対して、図１０におけるセッティング方法を実行する
。
【０１４４】
　移動局装置１は、あるサービングセルに対して、第１の情報に基づいて第１の上りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ１０００）。移動局装置１は、該あるサービング
セルに対する第２の情報を受信しているかどうかを判断する（Ｓ１００２）。移動局装置
１は、該あるサービングセルに対する第２の情報を受信している場合は、該あるサービン
グセルに対して、該あるサービングセルに対する第２の情報に基づいて第１の下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ１００６）。移動局装置１は、該あるサービングセ
ルに対する第２の情報を受信していない場合は（else/otherwise）、該あるサービングセ
ルに対して、該あるサービングセルに対する第１の情報に基づいて第１の下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ１００４）。
【０１４５】
　第１の情報に基づいて第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされているサービングセルを、ダイナミックＴＤＤが設定され
ていないサービングセルとも称する。第２の情報に基づいて第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定がセットされているサービングセルを、ダイナミックＴＤＤが設定されているサ
ービングセルとも称する。
【０１４６】
　移動局装置１は、第２の情報を受信し、第２の情報に基づき上りリンクの信号の送信が
可能なサブフレームを判断する。次に、移動局装置１は、第３の情報を監視する。移動局
装置１は、第３の情報を受信した場合に、第３の情報に基づき上りリンクの信号の送信が
可能なサブフレームを判断する。
【０１４７】
　例えば、基地局装置３は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを用いて、第３の情報を移動局装
置１に送信する。第３の情報は、基地局装置３（セル）のカバレッジ内のダイナミックＴ
ＤＤの動作の制御を行う。第３の情報は、ＣＳＳ（Common Search Space）、または、Ｕ
ＳＳ（UE-specific Search Space）において送受信される。
【０１４８】
　ＣＳＳは、複数の移動局装置１が共通してＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの監視を行う領域
である。ＵＳＳは、少なくともＣ－ＲＮＴＩに基づいて定義される領域である。Ｃ－ＲＮ
ＴＩは、移動局装置１に固有に割り当てられる識別子である。
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【０１４９】
　第３の情報（サブフレームに対する送信方向を指示する情報）を含むＤＣＩフォーマッ
トの送信には、Ｃ－ＲＮＴＩが用いられてもよい。第３の情報（サブフレームに対する送
信方向を指示する情報）を含むＤＣＩフォーマットの送信には、Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰ
Ｓ　Ｃ－ＲＮＴＩとは異なるＲＮＴＩが用いられてもよい。該ＲＮＴＩをＸ－ＲＮＴＩと
称する。つまり、第３の情報の情報を含むＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣパリテ
ィビットは、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＸ－ＲＮＴＩでスクランブルされる。
【０１５０】
　また、移動局装置１が第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフ
レームは制限されてもよい。基地局装置３は、移動局装置１が第３の情報を含むＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームを制御してもよい。基地局装置３は、移動局
装置１が第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームを指示す
る情報を、移動局装置１に送信してもよい。
【０１５１】
　例えば、１０サブフレーム間隔で、第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが配置
されうる。例えば、移動局装置１は、１０サブフレーム間隔で、第３の情報をモニタする
。第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが配置されうるサブフレームは予め決めら
れてもよい。例えば、第３の情報は無線フレームのサブフレーム０または５のみに配置さ
れてもよい。
【０１５２】
　ダイナミックＴＤＤの動作を開始した移動局装置１は、第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨが配置されうるサブフレームで、第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣ
Ｈのモニタを行う。
【０１５３】
　移動局装置１は、受信した信号に対して復号を試み、第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／Ｅ
ＰＤＣＣＨが検出されたか否かを判断する。移動局装置１は、第３の情報を含むＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨを検出した場合、検出した第３の情報に基づき、上りリンクの信号の送
信が可能なサブフレームを判断する。移動局装置１は、第３の情報を含むＰＤＣＣＨ／Ｅ
ＰＤＣＣＨを検出しなかった場合、上りリンクの信号の送信が可能なサブフレームに関し
てこれまでの判断を維持してもよい。
【０１５４】
　以下、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１５５】
　移動局装置１に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサー
ビングセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合に、移動局装置１
および基地局装置３は第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。
【０１５６】
　移動局装置１に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサー
ビングセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外は、移動局装
置１および基地局装置３は第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい
。
【０１５７】
　少なくとも２つのサービングセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異な
る場合以外は、全てのサービングセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が同
じ場合である。移動局装置１に対して１つのサービングセルが設定されている場合は、移
動局装置１および基地局装置３は第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくて
もよい。
【０１５８】
　図１１は、本実施形態における第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方
法を示すフロー図である。図１１において、移動局装置１に対して、１つのプライマリー
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セルと１つのセカンダリーセルが設定されている。移動局装置１は、プライマリーセルお
よびセカンダリーセルのそれぞれに対して、図１１におけるセッティング方法を実行する
。
【０１５９】
　移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およ
びセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なるかどうかを判
断する（Ｓ１１００）。移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が同じ場合は、第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットせずに、第２の上りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング処理を終了する。
【０１６０】
　移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およ
びセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、サー
ビングセルがプライマリーセルであるか、セカンダリーセルであるか、および／または、
他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦ（Carrier Indicator Fiel
d）をともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されているかを判断す
る（Ｓ１１０２）。
【０１６１】
　サービングセルがセカンダリーセルであり、移動局装置１が他のサービングセル（プラ
イマリーセル）において、サービングセル（セカンダリーセル）に対応しＣＩＦをともな
うＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている場合は、他のサービング
セル（プライマリーセル）に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サー
ビングセル（セカンダリーセル）に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって
形成されるペアに基づいて、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２の上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ１１０４）。
【０１６２】
　Ｓ１１０４において、移動局装置１は、図１２の表に基づいて、サービングセル（セカ
ンダリーセル）に対する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。図１２は、
本実施形態における他のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１の上りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア、および、セカンダリーセルに対する
第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図である。
【０１６３】
　図１２において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、他のサービングセル（プライマ
リーセル）に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。図１２において、
セカンダリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１
の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１６４】
　例えば、他のサービングセル（プライマリーセル）に対して第１の上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定０をセットし、サービングセル（セカンダリーセル）に対して第１の上りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定２をセットしている場合は、セカンダリーセルに対して第２の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定１をセットする。
【０１６５】
　サービングセルがプライマリーセルである、または、サービングセルがセカンダリーセ
ルであり、移動局装置１が他のサービングセル（プライマリーセル）において、サービン
グセル（セカンダリーセル）に対応しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニ
タするように設定されていない場合は、サービングセルに対する第１の上りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定を、サービングセルに対する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定にセット
する（Ｓ１１０６）。
【０１６６】
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　基地局装置３は、図１１のセッティング方法に基づいて、第２の上りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定をセットする。
【０１６７】
　ＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタすることは、ＣＩＦを含むＤＣＩ
フォーマットに応じてＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨのデコードを試みることを意味する
。ＣＩＦは、キャリアインディケータがマップされるフィールドである。キャリアインデ
ィケータの値は、該キャリアインディケータが関連するＤＣＩフォーマットが対応するサ
ービングセルを示す。
【０１６８】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている移動局装置１は、該他のサービングセル
においてＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタする。
【０１６９】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている移動局装置１は、該他のサービングセル
において、該サービングセルに対する第３の情報をＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介して受
信することが好ましい。
【０１７０】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されていない移動局装置１は、該サービングセルに
おいてＣＩＦをともなう、または、ＣＩＦをともなわないＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモ
ニタする。
【０１７１】
　他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されていない移動局装置１は、該サービングセルに
おいて、該サービングセルに対する第３の情報をＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介して受信
することが好ましい。
【０１７２】
　プライマリーセルに対するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨは、プライマリーセルにおいて送
信される。プライマリーセルに対する第３の情報は、プライマリーセルのＰＤＣＣＨ／Ｅ
ＰＤＣＣＨを介して送信されることが好ましい。
【０１７３】
　基地局装置３は、プライマリーセルにおいて送信されるＤＣＩフォーマットにＣＩＦが
含まれるかどうかを示すパラメータ（cif-Presence-r10）を、移動局装置１に送信する。
【０１７４】
　基地局装置３は、セカンダリーセルのそれぞれに対して、クロスキャリアスケジューリ
ングに関連するパラメータ（CrossCarrierSchedulingConfig-r10）を、移動局装置１に送
信する。
【０１７５】
　パラメータ（CrossCarrierSchedulingConfig-r10）は、関連するセカンダリーセルに対
応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが、該セカンダリーセルで送信されるか、他のサービン
グセルで送信されるかを示すパラメータ（schedulingCellInfo-r10）を含む。
【０１７６】
　パラメータ（schedulingCellInfo-r10）が、関連するセカンダリーセルに対応するＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが該セカンダリーセルで送信されることを示している場合、パラメ
ータ（schedulingCellInfo-r10）は、該セカンダリーセルにおいて送信されるＤＣＩフォ
ーマットにＣＩＦが含まれるかどうかを示すパラメータ（cif-Presence-r10）を含む。
【０１７７】
　パラメータ（schedulingCellInfo-r10）が、関連するセカンダリーセルに対応するＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが他のサービングセルで送信されることを示している場合、パラメ
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ータ（schedulingCellInfo-r10）は、関連する前記セカンダリーセルに対する下りリンク
割り当てが何れのサービングセルで送られるかを示すパラメータ（schedulingCellId）を
含む。
【０１７８】
　以下、第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１７９】
　移動局装置１に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサー
ビングセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合に、移動局装置１
および基地局装置３は第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。移動局装置１
に対して複数のサービングセルが設定されており、少なくとも２つのサービングセルに対
する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外は、移動局装置１および基地
局装置３は第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１８０】
　少なくとも２つのサービングセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異な
る場合以外は、全てのサービングセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が同
じ場合である。移動局装置１に対して１つのサービングセルが設定されている場合は、移
動局装置１および基地局装置３は第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくて
もよい。
【０１８１】
　図１３は、本実施形態における第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方
法を示すフロー図である。図１３において、移動局装置１に対して、１つのプライマリー
セルと１つのセカンダリーセルが設定されている。移動局装置１は、プライマリーセルお
よびセカンダリーセルのそれぞれに対して、図１３におけるセッティング方法を実行する
。
【０１８２】
　移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およ
びセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なるかどうかを判
断する（Ｓ１３００）。移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の下りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定
が同じ場合は、第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットせずに、第２の下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング処理を終了する。
【０１８３】
　移動局装置１は、プライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およ
びセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、サー
ビングセルがプライマリーセルであるか、セカンダリーセルであるかを判断する（Ｓ１３
０２）。
【０１８４】
　サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセル（プライマリー
セル）に対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカン
ダリーセル）に対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアに基
づいて、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定をセットする（Ｓ１３０４）。
【０１８５】
　Ｓ１３０４において、移動局装置１は、図１４の表に基づいて、サービングセル（セカ
ンダリーセル）に対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。図１４は、
本実施形態におけるプライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、お
よび、セカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成され
るペア、および、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応
を示す図である。
【０１８６】
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　図１４において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、プライマリーセルに対する第１
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。図１４において、セカンダリーセルＵＬ－
ＤＬ設定は、セカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する
。
【０１８７】
　プライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリ
ーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１４
のセット１に属する場合は、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定はセット１において定義されている。
【０１８８】
　移動局装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともな
うＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されておらず、プライマリーセルに
対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１の
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１４のセット２に属する場
合は、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット２におい
て定義されている。
【０１８９】
　移動局装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともな
うＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されておらず、プライマリーセルに
対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１の
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１４のセット３に属する場
合は、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット３におい
て定義されている。
【０１９０】
　移動局装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともな
うＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されており、プライマリーセルに対
する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１４のセット４に属する場合
は、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット４において
定義されている。
【０１９１】
　移動局装置１がプライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応しＣＩＦをともな
うＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されており、プライマリーセルに対
する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対する第１の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１４のセット５に属する場合
は、セカンダリーセルに対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット５において
定義されている。
【０１９２】
　例えば、プライマリーセルに対して第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定１をセットし
、セカンダリーセルに対して第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定０をセットしている場
合は、セカンダリーセルに対して第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定１をセットする。
【０１９３】
　サービングセルがプライマリーセルである場合は、サービングセル（プライマリーセル
）に対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を、サービングセル（プライマリーセル
）に対する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定にセットする（Ｓ１３０６）。
【０１９４】
　尚、基地局装置３も、図１３のセッティング方法に基づいて、第２の下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定をセットする。
【０１９５】
　以下、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定について説明する。
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【０１９６】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセルにおいて、上りリンクの送信
が可能または不可能なサブフレームを特定するために少なくとも用いられる。
【０１９７】
　移動局装置１は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレー
ムとして指示されたサブフレームにおいて上りリンクの送信を行なわない。移動局装置１
は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示さ
れたサブフレームのＤｗＰＴＳおよびＧＰにおいて上りリンクの送信を行なわない。
【０１９８】
　以下、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定について説明する。
【０１９９】
　第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセルにおいて、下りリンクの送信
が可能または不可能なサブフレームを特定するために少なくとも用いられる。
【０２００】
　移動局装置１は、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレー
ムとして指示されたサブフレームにおいて下りリンクの送信を行なわない。移動局装置１
は、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示さ
れたサブフレームのＵｐＰＴＳおよびＧＰにおいて下りリンクの送信を行なわない。
【０２０１】
　第１の情報に基づいて第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている移動局装
置１は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定または第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定によって指示された下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームのＤｗＰＴ
Ｓにおいて下りリンクの信号を用いた測定（例えば、チャネル状態情報に関する測定）を
行なってもよい。
【０２０２】
　基地局装置３は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて限定される設定セッ
ト（セットの設定）の中から下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を決定する。つまり、第１の
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて限定
される設定セットにおける要素である。第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて
限定される設定セットは、以下の条件（ａ）から（ｃ）を満たす上りリンク－下りリンク
設定を含む。図１５は、本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によっ
て指示されるサブフレームと第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示されるサ
ブフレームの関係を示す図である。図１５において、Ｄは下りリンクサブフレームを示し
、Ｕは上りリンクサブフレームを示し、Ｓはスペシャルサブフレームを示す。
【０２０３】
・条件（ａ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームと
して指示されるサブフレームを下りリンクサブフレームとして指示している
・条件（ｂ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと
して指示されるサブフレームを上りリンクサブフレームまたは下りリンクサブフレームと
して指示している
・条件（ｃ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されるサブフレームを下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームと
して指示している
【０２０４】
　これにより、ダイナミックＴＤＤにおいて、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によ
って下りリンクサブフレームと指示されたサブフレーム、および、スペシャルサブフレー
ムのＤｗＰＴＳが上りリンクの送信のために利用されることはなくなるため、第１の情報
に基づいて第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている移動局装置１が下りリ
ンクの信号を用いた測定を適切に行なうことができるようになる。
【０２０５】
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　尚、第２の情報に基づいて第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている移動
局装置１も、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示された下りリンクサブフ
レームまたはスペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて下りリンクの信号を用いた測
定（例えば、チャネル状態情報に関する測定）を行なってもよい。
【０２０６】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示され
、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示され
たサブフレームを、第１のフレキシブルサブフレームとも称する。第１のフレキシブルサ
ブフレームは、上りリンクおよび下りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレーム
である。
【０２０７】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示され
、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示され
たサブフレームを、第２のフレキシブルサブフレームとも称する。第２のフレキシブルサ
ブフレームは、下りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレームである。第２のフ
レキシブルサブフレームは、ＤｗＰＴＳにおける下りリンクの送信およびＵｐＰＴＳにお
ける上りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレームである。
【０２０８】
　以下、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定について詳細に説明する。
【０２０９】
　移動局装置１および基地局装置３は、サブフレームにおける送信の方向（上り／下り）
に関する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、サブフレー
ムにおける送信の方向を決定するために用いられる。
【０２１０】
　移動局装置１は、スケジューリング情報（ＤＣＩフォーマットおよび／またはＨＡＲＱ
－ＡＣＫ）、および、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、第１のフレキシブルサブフレ
ームおよび第２のフレキシブルサブフレームにおける送信を制御する。
【０２１１】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報を、移動局装置１に送信す
る。第３の情報は上りリンク送信が可能なサブフレームを指示する情報である。第３の情
報は下りリンク送信が可能なサブフレームを指示する情報である。第３の情報はＵｐＰＴ
Ｓにおける上りリンク送信およびＤｗＰＴＳにおける下りリンク送信が可能なサブフレー
ムを指示する情報である。
【０２１２】
　例えば、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上
りリンクサブフレームとして指示され、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下
りリンクサブフレームとして指示されたサブフレーム、および／または、第１の上りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示され、第１の下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームに
おける、送信の方向を特定するために用いられる。つまり、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、
第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定とで異なる
サブフレームとして指示されているサブフレームにおける、送信の方向を特定するために
用いられる。
【０２１３】
　図１６は、本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示され
るサブフレームと第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって指示されるサブフレーム
と送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって指示されるサブフレームの関係を示す図である。図１
６において、Ｄは下りリンクサブフレームを示し、Ｕは上りリンクサブフレームを示し、
Ｓはスペシャルサブフレームを示す。
【０２１４】
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　基地局装置３は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定に基づいて限定される設定セット（セットの設定）の中から送信方向ＵＬ－
ＤＬ設定を決定する。つまり、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は、第１の上りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定および第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて限定される設定セットに
おける要素である。第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定に基づいて限定される設定セットは、以下の条件（ｄ）から（ｈ）を満たす
上りリンク－下りリンク設定を含む。
【０２１５】
・条件（ｄ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されるサブフレームを下りリンクサ
ブフレームとして指示している
・条件（ｅ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示されるサブフレームを上りリンクサ
ブフレームとして指示している
・条件（ｆ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームと
して指示されるが、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレー
ムとして指示されるサブフレームを、上りリンクサブフレームまたは下りリンクサブフレ
ームとして指示している
・条件（ｇ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示されるサブフレームをスペシャルサ
ブフレームとして指示している
・条件（ｈ）：第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームと
して指示されるが、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレー
ムとして指示されるサブフレームを、スペシャルサブフレームまたは下りリンクサブフレ
ームとして指示している
【０２１６】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい。
【０２１７】
　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、下りリンク信号の受信処理を行ってもよい。移動局装置１
は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレ
ームにおいて、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを行なってもよい。移動局装置１は、
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介した下りリンクグラントの検出に基づいて、送信方向ＵＬ
－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームにおいてＰＤ
ＳＣＨの受信処理を行ってもよい。
【０２１８】
　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおける上りリンク信号（ＰＵＳＣＨ／ＳＲＳ）の送信がスケジュー
ルまたは設定された場合に、該サブフレームにおいて上りリンク信号（ＰＵＳＣＨ／ＳＲ
Ｓ）の送信処理を行わない。
【０２１９】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、上りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい。
【０２２０】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい。
送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示されたサブフレーム
において、基地局装置３による下りリンクの送信のスケジューリングを禁止してもよい。
【０２２１】
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　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、上りリンク信号の送信処理を行ってもよい。移動局装置１
は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示されたサブフレ
ームにおける上りリンク信号（ＰＵＳＣＨ／ＤＭＲＳ／ＳＲＳ）の送信がスケジュールま
たは設定された場合に、該サブフレームにおいて上りリンク信号（ＰＵＳＣＨ／ＤＭＲＳ
／ＳＲＳ）の送信処理を行ってもよい。
【０２２２】
　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレームとして指示
され、上りリンクの送信がスケジュールされていないサブフレームにおいて、下りリンク
信号の受信処理を行ってもよい。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフレー
ムとして指示されたサブフレームにおいて、移動局装置１による下りリンク信号の受信処
理は禁止されてもよい。
【０２２３】
　基地局装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行な
ってもよい。
【０２２４】
　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンク信号の受信処理を行ってもよい。
移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示さ
れたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのモニタを行なって
もよい。移動局装置１は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介した下りリンクグラントの検出
に基づいて、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示された
サブフレームのＤｗＰＴＳにおいてＰＤＳＣＨの受信処理を行ってもよい。
【０２２５】
　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームにおけるＰＵＳＣＨの送信がスケジュールまたは設定された場合に、
該サブフレームにおいてＰＵＳＣＨの送信処理を行わない。
【０２２６】
　移動局装置１は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によってスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレームのＵｐＰＴＳにおけるＳＲＳの送信が、スケジュールまたは設定され
た場合に、該サブフレームのＵｐＰＴＳにおいてＳＲＳの送信処理を行ってもよい。
【０２２７】
　送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示された第１のフレ
キシブルサブフレームにおいて、ＣＲＳ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、および／または、Ｐ
ＣＦＩＣＨは送信されなくてもよい。この場合、下りリンクサブフレームとして利用され
る第１のフレキシブルサブフレームにおいて、ＥＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣＨが送信
される。
【０２２８】
　送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示された第１のフレ
キシブルサブフレームにおいて、ＣＲＳ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、および／または、Ｐ
ＣＦＩＣＨが送信されるかどうかを、基地局装置３が制御してもよい。この場合、基地局
装置３は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示された第
１のフレキシブルサブフレームにおいて、ＣＲＳ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、および／ま
たは、ＰＣＦＩＣＨが送信されるかどうかを示すＣＲＳパラメータを、移動局装置１に送
信し、移動局装置１は、該ＣＲＳパラメータをセットする。
【０２２９】
　送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示された第２のフレ
キシブルサブフレームのＧＰおよびＵｐＰＴＳフィールドにおいて、ＣＲＳは送信されな
くてもよい。送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示された
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第２のフレキシブルサブフレームにおいて、ＣＲＳが送信されるかどうかを、基地局装置
３が制御してもよい。この場合、移動局装置１は、上記のＣＲＳパラメータに基づいて、
送信方向ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームとして指示された第２のフレキ
シブルサブフレームのＧＰおよびＵｐＰＴＳフィールドにおいて、ＣＲＳが送信されるか
どうかを判断してもよい。
【０２３０】
　図１７は、本実施形態における第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と第１の下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定と送信方向ＵＬ－ＤＬ設定の関係を示す図である。
【０２３１】
　例えば、図１７において、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０である場合、第１
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット｛０、１、２、３、４、５、６｝のうちの１つ
である。例えば、図１７において、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１である場合
、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット｛１、２、４、５｝のうちの１つである
。
【０２３２】
　例えば、図１７において、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が０であり、第１の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が１である場合、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定はセット｛０、１
、６｝のうちの１つである。
【０２３３】
　尚、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定の値と同じでもよい。しかし、第２の情報を受信していない移動局装置１は、第１の上
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値と同じ値を第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定として
セットするため、第２の情報が示す第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値は、第１の
情報が示す第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値と同じではないほうが好ましい。
【０２３４】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値と第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値
が同じ場合は、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定は定義されなくてもよい。または、第１の上りリ
ンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値と第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値が同じ場合は、
第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の値および第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の
値と同じ値が、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定にセットされてもよい。
【０２３５】
　第３の情報は、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１の下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定から構成される設定セット（セットの設定）の中から送信方向ＵＬ－ＤＬ設定
を示す情報でもよい。
【０２３６】
　以下、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第２の上りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定について詳細に説明する。
【０２３７】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、
ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対
応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２３８】
　１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリーセルおよ
び１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が
同じ場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームと
前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレ
ームとの対応を決定するために用いられる。
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【０２３９】
　１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセル
に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて
、対応する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩ
ＣＨが配置されるサブフレームと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応する
ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームとの対応を決定するために用いられる。
【０２４０】
　図１８は、本実施形態におけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサ
ブフレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置
されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。移動局装置１は、図１８の表に従っ
てｋの値を特定（選択、決定）する。
【０２４１】
　図１８において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、上りリンク－下りリンク設定は第１の上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０２４２】
　図１８において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセル
に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、上りリンク－下りリンク
設定は第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２４３】
　以下、図１８の説明において、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を、単に上りリンク－下りリンク設定と称する。
【０２４４】
　移動局装置１は、サブフレームｎにおいて、上りリンク－下りリンク設定１から６がセ
ットされているサービングセルに対応し、移動局装置１を対象とする上りリンクグラント
をともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出をした場合に、図１８の表に基づいて特定（
選択、決定）されるサブフレームｎ＋ｋにおいて該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣ
Ｈ送信を行なう。
【０２４５】
　移動局装置１は、サブフレームｎにおいて、上りリンク－下りリンク設定１から６がセ
ットされているサービングセルに対応し、移動局装置１を対象とするＮＡＣＫをともなう
ＰＨＩＣＨの検出をした場合に、図１８の表に基づいて特定（選択、決定）されるサブフ
レームｎ＋ｋにおいてＰＵＳＣＨ送信を行なう。
【０２４６】
　上りリンク－下りリンク設定０が設定されたサービングセルに対応し、移動局装置１を
対象とする上りリンクグラントには、２ビットの上りリンクインデックス（UL index）が
含まれる。上りリンク－下りリンク設定１から６が設定されたサービングセルに対応し、
移動局装置１を対象とする上りリンクグラントには、上りリンクインデックス（UL index
）は含まれない。
【０２４７】
　移動局装置１は、サブフレームｎにおいて、上りリンク－下りリンク設定０がセットさ
れているサービングセルに対応する上りリンクグラントに含まれる上りリンクインデック
スのＭＳＢ（Most Significant Bit）が１にセットされている場合には、図１８の表に基
づいて特定（選択、決定）されるサブフレームｎ＋ｋにおいて該上りリンクグラントに応
じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０２４８】
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　移動局装置１は、サブフレームｎ＝０または５における第１のリソースセットにおいて
、上りリンク－下りリンク設定０がセットされているサービングセルに対応するＮＡＣＫ
をともなうＰＨＩＣＨを受信した場合には、図１８の表に基づいて特定（選択、決定）さ
れるサブフレームｎ＋ｋにおいて該ＰＨＩＣＨに応じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０２４９】
　移動局装置１は、サブフレームｎにおいて、上りリンク－下りリンク設定０がセットさ
れているサービングセルに対応する上りリンクグラントに含まれる上りリンクインデック
スのＬＳＢ（Least Significant Bit）が１にセットされている場合には、サブフレーム
ｎ＋７において該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０２５０】
　移動局装置１は、サブフレームｎ＝０または５における第２のリソースセットにおいて
、上りリンク－下りリンク設定０がセットされているサービングセルに対応するＮＡＣＫ
をともなうＰＨＩＣＨを受信した場合には、サブフレームｎ＋７において該上りリンクグ
ラントに応じたＰＵＳＣＨ送信を調整する。
【０２５１】
　移動局装置１は、サブフレームｎ＝１または６において、上りリンク－下りリンク設定
０がセットされているサービングセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣＨを受信し
た場合には、サブフレームｎ＋７において該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨ送信
を調整する。
【０２５２】
　例えば、移動局装置１は、[ＳＦＮ＝ｍ、サブフレーム１]において、上りリンク－下り
リンク設定０がセットされているサービングセルに対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／
ＰＨＩＣＨを検出した場合に、６つ後のサブフレーム[ＳＦＮ＝ｍ、サブフレーム７]にお
いてＰＵＳＣＨの送信を調整する。
【０２５３】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、
ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置さ
れるサブフレームｎ－ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２５４】
　１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリーセルおよ
び１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が
同じ場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＨＩＣＨが対応する
ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用
いられる。
【０２５５】
　１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセル
に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて
、対応する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレー
ムｎと前記ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋとの対応を
特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２５６】
　図１９は、本実施形態におけるＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＨＩＣ
Ｈが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋとの対応を示す図である。移動
局装置１は、図１９の表に従ってｋの値を特定（選択、決定）する。
【０２５７】
　図１９において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
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の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、上りリンク－下りリンク設定は第１の上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０２５８】
　図１９において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセル
に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、上りリンク－下りリンク
設定は第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２５９】
　以下、図１９の説明において、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を、単に上りリンク－下りリンク設定と称する。
【０２６０】
　上りリンク－下りリンク設定１から６がセットされているサービングセルに対して、サ
ブフレームｎにおいて、該サービングセルに対応するＰＨＩＣＨを介して受信されるＨＡ
ＲＱインディケータ（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）は、図１９の表に基づいて特定されるサブフレ
ームｎ－ｋにおけるＰＵＳＣＨの送信に関連する。
【０２６１】
　上りリンク－下りリンク設定０がセットされているサービングセルに対して、サブフレ
ームｎ＝０または５における第１のリソースセット、または、サブフレームｎ＝１または
６において、該サービングセルに対応するＰＨＩＣＨを介して受信されるＨＡＲＱインデ
ィケータ（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）は、図１９の表に基づいて特定されるサブフレームｎ－ｋ
におけるＰＵＳＣＨの送信に関連する。
【０２６２】
　上りリンク－下りリンク設定０がセットされているサービングセルに対して、サブフレ
ームｎ＝０または５における第２のリソースセットにおいて、該サービングセルに対応す
るＰＨＩＣＨを介して受信されるＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）は、サブ
フレームｎ－６におけるＰＵＳＣＨの送信に関連する。
【０２６３】
　例えば、上りリンク－下りリンク設定１がセットされているサービングセルに対して、
[ＳＦＮ=ｍ、サブフレーム１]においてＰＨＩＣＨを介して受信されたＨＡＲＱインディ
ケータ（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）は、４つ前のサブフレーム[ＳＦＮ=ｍ－１、サブフレーム７
]におけるＰＵＳＣＨ送信に関連している。
【０２６４】
　第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、
ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨが対応するＰＨＩＣＨが配置さ
れるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２６５】
　１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリーセルおよ
び１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が
同じ場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨが対応する
ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用
いられる。
【０２６６】
　１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセル
に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて
、対応する第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレー
ムｎと前記ＰＵＳＣＨが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を
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特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２６７】
　図２０は、本実施形態におけるＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣ
Ｈが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。移動
局装置１は、図２０の表に従ってｋの値を特定（選択、決定）する。
【０２６８】
　図２０において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、上りリンク－下りリンク設定は第１の上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０２６９】
　図２０において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセル
に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、上りリンク－下りリンク
設定は第２の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２７０】
　以下、図２０の説明において、第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を、単に上りリンク－下りリンク設定と称する。
【０２７１】
　移動局装置１は、サブフレームｎにおいてＰＵＳＣＨ送信がスケジュールされた場合に
は、図２０の表から特定されるサブフレームｎ＋ｋにおいてＰＨＩＣＨリソースを決定す
る。
【０２７２】
　例えば、上りリンク－下りリンク設定０がセットされているサービングセルに対して、
[ＳＦＮ=ｍ、サブフレームｎ＝２]においてＰＵＳＣＨ送信がスケジュールされた場合に
は、[ＳＦＮ=ｍ、サブフレームｎ＝６]においてＰＨＩＣＨリソースが決定される。
【０２７３】
　以下、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第２の下りリンク参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定について詳細に説明する。
【０２７４】
　第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、
ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが
送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２７５】
　１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリーセルおよ
び１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１の下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が
同じ場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１の下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するた
めに用いられる。
【０２７６】
　１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセル
に対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて
、対応する第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレー
ムｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの
対応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０２７７】
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　図２１は、本実施形態におけるＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋと前記ＰＤ
ＳＣＨが対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎとの対応を示す図である
。移動局装置１は、図２１の表に従ってｋの値を特定（選択、決定）する。
【０２７８】
　図２１において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、上りリンク－下りリンク設定は第１の下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定を参照する。
【０２７９】
　図２１において、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、
プライマリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセル
に対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、上りリンク－下りリンク
設定は第２の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２８０】
　以下、図２１の説明において、第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２の下り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を、単に上りリンク－下りリンク設定と称する。
【０２８１】
　移動局装置１は、サービングセルのサブフレームｎ－ｋ（ｋは図２１の表によって特定
される）において、移動局装置１を対象としており、対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を
行なうべきＰＤＳＣＨ送信を検出した場合には、サブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋを送信する。
【０２８２】
　例えば、移動局装置１は、システムインフォメーションの送信に用いられるＰＤＳＣＨ
送信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの応答を行なわない。例えば、移動局装置１は、Ｃ－ＲＮ
ＴＩでスクランブルされたＣＲＣをともなうＤＣＩフォーマットによってスケジュールさ
れたＰＤＳＣＨ送信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの応答を行なう。
【０２８３】
　例えば、移動局装置１は、サブフレームｎ＝２において、上りリンク－下りリンク設定
１がセットされているサービングセルにおけるサブフレームｎ－６および／またはｎ－７
において受信したＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を行なう。
【０２８４】
　尚、第２の情報を受信していないサービングセルに対して、第１の下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定が定義されなくてもよい。この場合は、移動局装置１および基地局装置３は、
上述した第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて行なわれる処理を、第１の上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービングセルＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて行なってもよい
。第２の情報を受信していないサービングセルは、ダイナミックＴＤＤが設定されていな
いサービングセルである。
【０２８５】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定が異なり、サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセ
ル(プライマリーセル）に対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービ
ングセル（セカンダリーセル）に対する第１の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形
成されるペアに基づいて、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２の下りリン
ク参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしてもよい。
【０２８６】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
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リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第２の下
りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣ
Ｈに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、
決定）するために用いられてもよい。
【０２８７】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定が同じ場合は、プライマリーセルにおいて、対応する第１の上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定（サービングセルＵＬ－ＤＬ設定）が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレーム
ｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対
応を特定（選択、決定）するために用いられ、セカンダリーセルにおいて、対応する第１
の下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤ
ＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選
択、決定）するために用いられてもよい。
【０２８８】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の情報を
受信しており、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１の下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定が異なる場合は、図１２および図１４において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設
定は、プライマリーセルに対する第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０２８９】
　以下、ＣＳＩについて詳細に説明する。
【０２９０】
　ＣＳＩは、チャネル品質指標（Channel Quality Indicator: CQI）、ＲＩ（Rank Indic
ator）、および、ＰＭＩ（Precoding Matric Indicator）を含む。ＣＱＩは、ＰＤＳＣＨ
で送信される単一のトランスポートブロックに対する、変調方式と符号化率の組合せを表
現する。符号化率は、ＰＤＳＣＨのリソース量およびトランスポートブロックサイズから
導き出せる。
【０２９１】
　図２２は、本実施形態におけるＣＱＩインデックスに対応する変調方式と符号化率を示
す表である。移動局装置１は、ＣＳＩ参照リソース（CSI reference resource）と呼ばれ
る下りリンク物理リソースブロックのグループで送信され、そして、ＣＱＩインデックス
に対応している変調方式とトランスポートブロックサイズの組合せである単一のＰＤＳＣ
Ｈトランスポートブロックが、０．１を超えないトランスポートブロック誤り確率で受信
できるかもしれない条件を満たす、図２２の表の１から１５の中から最も高いＣＱＩイン
デックスを導き出す。移動局装置１は、ＣＱＩインデックス１が上記条件を満たさない場
合には、ＣＱＩインデックス０を導き出す。
【０２９２】
　しかしながら、隣接するセルとサービングセルのＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合には、サ
ブフレーム毎に干渉状態が異なる。そこで、本実施形態では、少なくとも２つのサブフレ
ームセットが定義され、移動局装置１は、少なくとも２つのサブフレームセットのそれぞ
れに対するチャネル状態情報を、基地局装置３に報告する。尚、サブフレームの干渉状態
に基づいてサブフレームセットが構成されることが好ましい。
【０２９３】
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　図２３は、本実施形態におけるサブフレームセットの構成の一例を示す図である。図２
３において、Ｄは下りリンクサブフレームを示し、Ｕは上りリンクサブフレームを示し、
Ｓはスペシャルサブフレームを示し、ａは第１のサブフレームセットに属すサブフレーム
を示し、ｂは第２のサブフレームセットに属すサブフレームを示し、Ｆは第１のフレキシ
ブルサブフレームを示す。
【０２９４】
　図２３において、サービングセルのサブフレーム｛０、１、３、４、５、６、８、９｝
で下りリンクの送信が行なわれる。また、図２３において、隣接セルのサブフレーム｛０
、１、５、６、９｝で下りリンクの送信が行なわれ、隣接セルのサブフレーム｛３、４、
８｝で上りリンクの送信が行なわれる。従って、サービングセルにおいて、サブフレーム
｛０、１、５、６、９｝およびサブフレーム｛３、４、８｝の間で干渉状態が異なる。そ
こで、図２３では、第１のサブフレームセットはサブフレーム｛０、１、５、６、９｝か
ら構成され、第２のサブフレームセットはサブフレーム｛３、４、８｝から構成される。
【０２９５】
　基地局装置３は、サブフレームセットを示す情報を、移動局装置１に送信し、移動局装
置１は該情報に基づいてサブフレームセットを設定してもよい。
【０２９６】
　尚、第１のフレキシブルサブフレームに基づいて、暗示的（implicit）にサブフレーム
セットが構成されてもよい。例えば、第１のサブフレームセットは第１のフレキシブルサ
ブフレームから構成され、第２のサブフレームセットは第１の上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定によって下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームとして指示されたサ
ブフレームから構成されてもよい。
【０２９７】
　尚、移動局装置１は、複数のＣＳＩプロセスが設定されてもよい。単一のＣＳＩプロセ
スに対して、少なくとも２つのサブフレームセットが設定されてもよい。また、移動局装
置１に対して少なくとも２つのＣＳＩプロセスが設定され、少なくとも２つのＣＳＩプロ
セスのそれぞれに対して１つのサブフレームセットが設定されてもよい。
【０２９８】
　移動局装置１は、複数のＣＳＩプロセス、および／または、複数のサブフレームセット
のそれぞれに対するＣＳＩを導き出し、該ＣＳＩを報告してもよい。
【０２９９】
　尚、7680/(15000×2048)秒と同じ、または、それより短い長さのＤｗＰＴＳを含むスペ
シャルサブフレームは、何れのサブフレームセットにも属さなくてもよい。
【０３００】
　ＣＳＩの報告はピリオディック、または、アピリオディックである。ピリオディックに
報告されるＣＳＩをピリオディックＣＳＩと称する。アピリオディックに報告されるＣＳ
ＩをアピリオディックＣＳＩと称する。
【０３０１】
　移動局装置１によってＣＳＩの報告に使われうるリソースは、基地局装置３によって制
御される。
【０３０２】
　移動局装置１は、ＰＵＣＣＨを介してピリオディックにＣＳＩをフィードバックするよ
う、上位層（ＲＲＣ層）によって準静的に設定される。つまり、移動局装置１は、ピリオ
ディックＣＳＩを報告するサブフレームを、上位層（ＲＲＣ層）によって設定される。移
動局装置１は、ＣＳＩプロセス毎、および／または、サブフレームセット毎にピリオディ
ックＣＳＩの報告を設定されてもよい。すなわち、ピリオディックＣＳＩの報告は、ピリ
オディックＣＳＩの報告に関する上位層の設定に基づいてトリガーされる。
【０３０３】
　アピリオディックＣＳＩはＰＵＳＣＨで伝送される。移動局装置１は、サービングセル
ｃに対するサブフレームｎにおいて上りリンクグラントを検出し、該上りリンクグラント
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に含まれるＣＳＩリクエストフィールドがＣＳＩの報告をトリガーするようにセットいる
場合に、サービングセルｃにおけるサブフレームｎ＋ｋにおいて該上りリンクグラントに
よってスケジュールされたＰＵＳＣＨを用いてアピリオディックＣＳＩの報告を行なう。
すなわち、アピリオディックＣＳＩの報告は、ＣＳＩの報告をトリガーするようセットさ
れているＣＳＩリクエストフィールドを含む情報（ＤＣＩフォーマット）の検出に基づい
てトリガーされる。
【０３０４】
　ＣＳＩリクエストフィールドは、移動局装置１にアピリオディックＣＳＩの報告を指示
するかどうかを示す情報（ＣＳＩリクエスト）がマップされる。また、該情報は、ＣＳＩ
プロセス、および／または、サブフレームセットを示し、そして、移動局装置１は、該情
報によって示されたＣＳＩプロセス、および／または、サブフレームセットのそれぞれに
対するアピリオディックＣＳＩを報告してもよい。
【０３０５】
　移動局装置１は、ワイドバンドＣＱＩ、および、サブバンドＣＱＩを導き出す。周波数
領域において、ワイドバンドＣＱＩは、全ての下りリンク物理リソースブロックに対応し
、サブバンドＣＱＩは一部の下りリンク物理リソースブロックに対応する。
【０３０６】
　以下、ＣＳＩ参照リソースについて説明する。
【０３０７】
　周波数領域において、ＣＳＩ参照リソースは、導き出されるＣＱＩの値が関連するバン
ドに対応する下りリンク物理リソースブロックのグループによって定義される。
【０３０８】
　時間領域において、ＣＳＩ参照リソースは、１つのサブフレームによって定義される。
時間領域において、ＣＳＩ参照リソースは、１つの下りリンクサブフレーム、または、１
つのスペシャルサブフレームによって定義される。サブフレームｎにおいてＣＳＩが報告
される場合、ＣＳＩ参照リソースはサブフレームｎ－ｎＣＱＩｒｅｆによって定義される
。
【０３０９】
　ピリオディックＣＳＩの報告に対して、ｎＣＱＩｒｅｆは、サブフレームｎ－ｎＣＱＩ

ｒｅｆが有効なサブフレームに対応するような、４より大きい、または、同じである最も
小さい値であってもよい。
【０３１０】
　アピリオディックＣＳＩの報告に対して、ｎＣＱＩｒｅｆは、サブフレームｎ－ｎＣＱ

Ｉｒｅｆが有効なサブフレームに対応し、且つ、サブフレームｎ－ｎＣＱＩｒｅｆがＣＳ
Ｉリクエストを受信した有効なサブフレームｎ－ｋよりも後になるような、４より大きい
、または、同じである最も小さい値であってもよい。
【０３１１】
　アピリオディックＣＳＩの報告に対して、ｎＣＱＩｒｅｆは、サブフレームｎ－ｎＣＱ

Ｉｒｅｆが有効なサブフレームに対応し、且つ、サブフレームｎ－ｎＣＱＩｒｅｆがＣＳ
Ｉリクエストを受信した有効なサブフレームｎ－ｋよりも後になるような、４であっても
よい。
【０３１２】
　移動局装置１は、以下の条件（X1）から条件（X6）を含む複数の条件を満たす場合、サ
ービングセルにおけるサブフレームは有効な下りリンクサブフレーム、または、有効なス
ペシャルサブフレームであるとみなされる。
【０３１３】
・条件（X1）：サブフレームが、サービングセルに対するＵＬ－ＤＬ設定によって下りリ
ンクサブフレーム、または、スペシャルサブフレームとして設定されている
・条件（X2）：異なるＵＬ－ＤＬ設定を持つ複数のサービングセルが集約されており、端
末装置１が該集約される複数のサービングセルにおける同時送受信の能力を持っていない
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場合に、（Y1）プライマリーセルにおけるサブフレームが、プライマリーセルに対するＵ
Ｌ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームまたは7680/(15000×2048)秒より長いＤｗ
ＰＴＳを含むスペシャルサブフレームとして設定されている、または、（Y2）セカンダリ
ーセルにおけるサブフレームが、セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定によって下り
リンクサブフレームとして設定されており、該セカンダリーセルにおけるサブフレームが
ＰＲＳを含む
・条件（X3）：送信モード９および１０を除いて、サブフレームがＭＢＳＦＮサブフレー
ムではない
・条件（X4）：ＤｗＰＴＳの長さが7680/(15000×2048)秒と同じ、または、それより短い
場合、サブフレームがＤｗＰＴＳフィールドを含まない
・条件（X5）：サブフレームが、移動局装置１に対する設定された測定ギャップに含まれ
ない
・条件（X6）：移動局装置１がサブフレームセットを設定されている場合、サブフレーム
が、ＣＳＩ報告が対応するサブフレームセットの要素である
【０３１４】
　条件（X1）において、サービングセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットしてい
ない期間（無線フレーム）に対して、サービングセルに対するＵＬ－ＤＬ設定は、サービ
ングセルに対する第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定である。条件（X1）におい
て、サービングセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている期間（無線フレー
ム）に対して、サービングセルに対するＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセルに対する送信
方向ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０３１５】
　条件（X2）において、プライマリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットして
いない期間（無線フレーム）に対して、プライマリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定は、プ
ライマリーセルに対する第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定である。条件（X2）
において、プライマリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている期間（無
線フレーム）に対して、プライマリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定は、プライマリーセル
に対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０３１６】
　条件（X2）において、セカンダリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットして
いない期間（無線フレーム）に対して、セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定は、セ
カンダリーセルに対する第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定である。条件（X2）
において、セカンダリーセルに対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている期間（無
線フレーム）に対して、セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定は、セカンダリーセル
に対する送信方向ＵＬ－ＤＬ設定である。
【０３１７】
　条件（X2）において、セカンダリーセルにおいて、セカンダリーセルに対するＵＬ－Ｄ
Ｌ設定によって下りリンクサブフレームとして設定されたサブフレームのみにおいてＰＲ
Ｓは送信される。条件（X2）において、セカンダリーセルにおいて、セカンダリーセルに
対するＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレーム以外のサブフレームとして設定さ
れたサブフレームにおいてＰＲＳは送信されない。
【０３１８】
　尚、条件（X1）から条件（X6）を参照して詳述してきたが、具体的な構成／方法はこの
条件（X1）から条件（X6）に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の
設計変更等も含まれる。この発明の要旨を逸脱しない範囲において、条件（X1）から条件
（X6）の一部が用いられてもよいし、条件（X1）から条件（X6）とは異なる条件が用いら
れてもよい。例えば、条件（X2）の代わりに条件（X2’）が用いられてもよい。
【０３１９】
　条件（X2’）：異なるＵＬ－ＤＬ設定を持つ複数のサービングセルが集約されており、
端末装置１が該集約される複数のサービングセルにおける同時送受信の能力を持っていな
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い場合に、（Y1）プライマリーセルにおけるサブフレームが、プライマリーセルに対する
ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームまたは7680/(15000×2048)秒より長いＤ
ｗＰＴＳを含むスペシャルサブフレームとして設定されている、または、（Y2）セカンダ
リーセルにおけるサブフレームが、セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定によって下
りリンクサブフレームとして設定されており、該セカンダリーセルにおけるサブフレーム
がＰＲＳを含む、または、（Y3）セカンダリーセルにおいてサブフレームより１つ前のサ
ブフレームが、セカンダリーセルに対するＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレー
ムとして設定されており、該セカンダリーセルにおいてサブフレームより１つ前のサブフ
レームがＰＲＳを含む。
【０３２０】
　尚、あるサービングセルに対するＣＳＩ参照リソースのそれぞれは何れか１つのサブフ
レームセットに属し、複数のサブフレームセットには属さない。
【０３２１】
　図２４は、本実施形態におけるピリオディックＣＳＩの報告に対応するＣＳＩ参照リソ
ースの一例を示す図である。
【０３２２】
　図２５は、本実施形態におけるアピリオディックＣＳＩの報告に対応するＣＳＩ参照リ
ソースの一例を示す図である。
【０３２３】
　図２４および図２５において、ａが付された四角は第１のサブフレームセットに属する
サブフレームを示し、ｂが付された四角は第２のサブフレームセットに属するサブフレー
ムを示す。図２４および図２５において、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定０と下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定５がセットされている。図２４において、無線フレーム０に対して有
効な送信方向ＵＬ－ＤＬ設定１が検出（セット）されており、無線フレーム１に対しては
有効な送信方向ＵＬ－ＤＬ設定が検出（セット）されていない。
【０３２４】
　図２４において、Ｐが付された四角は第２のサブフレームセットに対応するピリオディ
ックＣＳＩの報告が行われるサブフレームを示し、Ｒが付された四角は該ピリオディック
ＣＳＩの報告に対応するＣＳＩ参照リソースを示す。
【０３２５】
　図２４において、ピリオディックＣＳＩの報告が行われるサブフレームより４つ又はそ
れより前であり、第２のサブフレームセットに属し、且つ、条件（X1）から条件（X6）を
満たすサブフレームは、無線フレーム０内のサブフレーム４である。すなわち、図２４に
おいて無線フレーム０内のサブフレーム４がＣＳＩ参照リソースである。
【０３２６】
　図２５において、Ｇが付された四角は第２のサブフレームセットに対応するチャネル状
態情報の報告をトリガーするようセットされたＣＳＩリクエストを含む上りリンクグラン
トを検出したサブフレームを示し、Ａが付された四角は第２のサブフレームセットに対応
するピリオディックＣＳＩの報告が行われるサブフレームを示し、Ｒが付された四角は該
アピリオディックＣＳＩの報告に対応するＣＳＩ参照リソースを示す。
【０３２７】
　図２５において、アピリオディックＣＳＩの報告が行われるサブフレームより４つ又は
それより前であり、チャネル状態情報の報告をトリガーするようセットされたＣＳＩリク
エストを含む上りリンクグラントを検出したサブフレーム又はそれより後のサブフレーム
であり、第２のサブフレームセットに属するサブフレームであり、且つ、条件（X1）から
条件（X6）を満たすサブフレームは、無線フレーム０内のサブフレーム８である。すなわ
ち、図２５において無線フレーム０内のサブフレーム８がＣＳＩ参照リソースである。
【０３２８】
　尚、ＣＳＩ参照リソースに対する有効なサブフレームがない場合、移動局装置１は、Ｃ
ＳＩ報告を省略してもよい。
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【０３２９】
　尚、ＣＳＩ参照リソースに対する有効なサブフレームがない場合、下りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定がセットされている移動局装置１は、予めＬＴＥの仕様書などによって定めら
れたＣＱＩインデックス（例えば、ＣＱＩインデックス０）を示すチャネル状態情報の報
告を行ってもよい。
【０３３０】
　尚、ＣＳＩ参照リソースが、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフ
レームとして指示されているが、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定および送信方向ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定によって上りリンクサブフレームとして指示されている場合には、移動局装置１は
、予めＬＴＥの仕様書などによって定められたＣＱＩインデックス（例えば、ＣＱＩイン
デックス０）を示すチャネル状態情報の報告を行ってもよい。すなわち、この場合には、
移動局装置１は、ＣＳＩを測定しなくてもよい。
【０３３１】
　尚、ＣＳＩ参照リソースが、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって上りリンクサブフ
レームとして指示され、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブフレーム
として指示され、有効な送信方向ＵＬ－ＤＬ設定がセットされていない場合には、移動局
装置１は、予めＬＴＥの仕様書などによって定められたＣＱＩインデックス（例えば、Ｃ
ＱＩインデックス０）を示すチャネル状態情報の報告を行ってもよい。すなわち、この場
合には、移動局装置１は、ＣＳＩを測定しなくてもよい。
【０３３２】
　尚、アピリオディックＣＳＩの報告に対して、ＣＳＩ参照リソースが、対応するＣＳＩ
リクエストフィールドを含むＤＣＩフォーマットを受信したサブフレームよりも前のサブ
フレームである場合には、移動局装置１は、予めＬＴＥの仕様書などによって定められた
ＣＱＩインデックス（例えば、ＣＱＩインデックス０）を示すチャネル状態情報の報告を
行ってもよい。すなわち、この場合には、移動局装置１は、ＣＳＩを測定しなくてもよい
。
【０３３３】
　送信モード１－８の移動局装置１は、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導き出す
ために、ＣＲＳに基づいてチャネル測定を行なう。
【０３３４】
　送信モード９および１０の移動局装置１は、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導
き出すために、ＣＳＩプロセスに対応するＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳリソースを用いてチャネ
ル測定を行なう。ＣＳＩプロセス毎にＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳリソースが設定されてもよい
。
【０３３５】
　送信モード１０の移動局装置１は、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導き出すた
めに、ＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩ－ＩＭリソースを用いて干渉測定を行なう。単一
のＣＳＩプロセスに対して少なくとも２つのサブフレームセットが設定されている場合は
、送信モード１０の移動局装置１は、ＣＳＩ参照リソースに関連するＣＱＩを導き出すた
めに、ＣＳＩ参照リソースが属するサブフレームセット内のＣＳＩ－ＩＭリソースを用い
て干渉測定を行なう。
【０３３６】
　ＬＴＥにおいて、送信モードは基地局装置３によって制御される。
【０３３７】
　ＣＱＩインデックスを導き出す目的のために、移動局装置１はＣＳＩ参照リソースにお
いて少なくとも以下を想定する。
【０３３８】
・移動局装置１はＣＲＳに対応するリソースエレメントの数は、ｎｏｎ－ＭＢＳＦＮサブ
フレーム内のものと同じであると想定する。
・移動局装置１はＰＤＣＣＨを含む制御シグナルによって占有されるＯＦＤＭシンボルの
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数が３であると想定する。
・チャネル測定のためにＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合、移動局装置１は、ＣＳ
Ｉプロセス、および／または、サブフレームセットに対応するＰｃによって与えられるＰ
ＤＳＣＨ　ＥＰＲＥとＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥとの比を想定する。尚、ＰＤＳＣ
Ｈ　ＥＰＲＥとＣＲＳ　ＥＰＲＥとの比は、ＰＡによって与えられる。
・チャネル測定のためにＣＲＳが使用される場合、移動局装置１は、サブフレームセット
間で共通のΔoffsetおよびサブフレームセットに対応するＰＡによって与えられるＰＤＳ
ＣＨ　ＥＰＲＥとＣＲＳ　ＥＰＲＥとの比を想定する。
・同期信号、ＰＢＣＨ、または、ＥＰＤＣＣＨによってリソースエレメントが使用されて
いない
・ｎｏｎ－ＭＢＳＦＮサブフレームのＣＰ長
・リダンダンシーヴァージョン（Redundancy Version）０
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳおよびＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳに対して割り当てられたリソースエレ
メントはない
・ＰＲＳに対して割り当てられたリソースエレメントはない
・移動局装置１に対して現在設定されている送信モードに応じたＰＤＳＣＨ送信方式
【０３３９】
　（i）本実施形態の移動局装置１は、第１のサブフレームセット、第２のサブフレーム
セット、第１のＵＬ－ＤＬ設定（上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定）、第２のＵＬ－ＤＬ設
定（下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定）、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定（送信方向ＵＬ－
ＤＬ設定）をセットする設定部１０１３と、チャネル状態情報参照リソースが属する前記
第１のサブフレームセット、または、前記第２のサブフレームセットにおいて、チャネル
状態情報を算出するための干渉測定および／またはチャネル測定を行う測定部１０５９と
、周期的なチャネル状態情報の報告および非周期的なチャネル状態情報の報告を行う送信
部１０７と、を備え、前記周期的なチャネル状態情報の報告に対して、前記チャネル状態
情報参照リソースとして有効なサブフレームは、有効な前記第３のＵＬ－ＤＬ設定がセッ
トされていない無線フレームにおいて前記第１のＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサブ
フレームおよびスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム、および、有効な
前記第３のＵＬ－ＤＬ設定がセットされている無線フレームにおいて前記第３のＵＬ－Ｄ
Ｌ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレームとして指示された
サブフレームであるという条件を満たし、前記非周期的なチャネル状態情報の報告に対し
て、前記チャネル状態情報参照リソースとして有効なサブフレームは、前記第２のＵＬ－
ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレームとして指示され
たサブフレームであるという条件を満たす。
【０３４０】
　（ii）また、本実施形態の測定部１０５９は、有効な前記第３のＵＬ－ＤＬ設定がセッ
トされていない無線フレームにおいて、前記第１のＵＬ－ＤＬ設定によって下りリンクサ
ブフレームおよびスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームにおいて前記周
期的なチャネル状態情報および前記非周期的なチャネル状態情報を算出するための干渉お
よび／またはチャネル測定の測定を行う。また、本実施形態の測定部１０５９は、有効な
前記第３のＵＬ－ＤＬ設定がセットされている無線フレームにおいて、前記第３のＵＬ－
ＤＬ設定によって下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレームとして指示され
たサブフレームにおいて前記周期的なチャネル状態情報および前記非周期的なチャネル状
態情報を算出するための干渉および／またはチャネル測定）の測定を行う。
【０３４１】
　（iii）また、本実施形態の送信部１０７は、前記非周期的なチャネル状態情報の報告
に対する前記チャネル状態情報参照リソースが、前記第２のＵＬ－ＤＬ設定によって上り
リンクサブフレームとして指示されたサブフレームであり、前記チャネル状態情報参照リ
ソースに対して有効な前記第３のＵＬ－ＤＬ設定がセットされていない場合には、範囲外
（Out of Range）を示すチャネル状態情報の報告を行ってもよい。
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【０３４２】
　（iv）また、本実施形態の移動局装置１は、前記第１のＵＬ－ＤＬ設定がセットされて
いるが、前記第２のＵＬ－ＤＬ設定がセットされておらず、前記チャネル状態情報参照リ
ソースに対して有効な下りリンクサブフレームがない場合、前記送信部は前記チャネル状
態情報の報告を省略し、前記第１のＵＬ－ＤＬ設定および前記第２のＵＬ－ＤＬ設定がセ
ットされており、前記チャネル状態情報参照リソースに対して有効な下りリンクサブフレ
ームがない場合、前記送信部は（あらかじめＬＴＥの仕様書などによって定められたＣＱ
Ｉインデックス（例えば、範囲外（Out of Range））を示す）チャネル状態情報の報告を
行ってもよい。
【０３４３】
　（v）また、本実施形態の別の態様において、移動局装置１は、チャネル状態情報参照
リソースに対応するチャネル品質指標のインデックスを導き出す測定部と、前記チャネル
品質指標の報告を行う送信部と、を備え、前記チャネル状態情報参照リソースは、１つの
有効な下りリンクサブフレーム、または、１つの有効なスペシャルサブフレームであり、
セカンダリーセルにおける第１のサブフレームは、少なくとも、第１の条件を含む複数の
条件を満たす場合に、前記１つの有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、前記
第１の条件は、第１の上りリンク－下りリンク設定が設定されるプライマリーセル、およ
び、前記第１の上りリンク－下りリンク設定とは異なる第２の上りリンク－下りリンク設
定が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、移動局装置１が前記プライマリ
ーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がない場合に、前記プライ
マリーセルにおける前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレームである、または、
前記セカンダリーセルにおける前記第１のサブフレームがＰＲＳ（Positioning Referenc
e Signals）を含む下りリンクサブフレームであることである。
【０３４４】
　（vi）また、本実施形態の別の態様において、前記プライマリーセルにおける前記第１
のサブフレームは、少なくとも、第２の条件を含む複数の条件を満たす場合に、前記１つ
の有効な下りリンクサブフレームであるとみなされ、前記第２の条件は、前記第１の上り
リンク－下りリンク設定が設定される前記プライマリーセル、および、前記第２の上りリ
ンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、移動局装置
１が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がない
場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームが下りリンクサブフレー
ムであることである。
【０３４５】
　（vii）また、本実施形態の別の態様において、前記セカンダリーセルにおける前記第
１のサブフレームは、少なくとも、第３の条件を含む複数の条件を満たす場合に、前記１
つの有効なスペシャルサブフレームであるとみなされ、前記第３の条件は、前記第１の上
りリンク－下りリンク設定が設定される前記プライマリーセル、および、前記第２の上り
リンク－下りリンク設定が設定される前記セカンダリーセルが集約され、且つ、移動局装
置１が前記プライマリーセルおよび前記セカンダリーセルにおける同時送受信の能力がな
い場合に、前記プライマリーセルにおける前記第１のサブフレームが所定の長さより長い
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）を含むスペシャルサブフレームであることであ
る。
【０３４６】
　（viii）また、本実施形態の別の態様において、前記プライマリーセルにおける前記第
１のサブフレームは、少なくとも、前記第３の条件を含む複数の条件を満たす場合に、前
記１つの有効なスペシャルサブフレームであるとみなされる。
【０３４７】
　（ix）また、本実施形態の別の態様において、前記測定部は、前記チャネル状態情報参
照リソースにおいて、前記チャネル品質指標のインデックスを導き出すために、リソース
エレメントが前記ＰＲＳに対して割り当てられていないとみなす。
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【０３４８】
　（x）また、本実施形態の別の態様において、前記プライマリーセルに対する第１の上
位層パラメータ（前記プライマリーセルに対する第２の情報）であって、上りリンク－下
りリンク設定を示す前記第１の上位層パラメータ（第２の情報）が設定されていない場合
、前記第１の上りリンク－下りリンク設定は、前記プライマリーセルに対する第２の上位
層パラメータ（第１の情報）によって示される上りリンク－下りリンク設定であり、前記
プライマリーセルに対する前記第１の上位層パラメータ（第２の情報）が設定されている
場合、無線フレームのそれぞれに対して、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第１
の上りリンク－下りリンク設定は物理下りリンク制御チャネルによってシグナルされる第
１の下りリンク制御情報（前記プライマリーセルに対する第３の情報）に基づく。
【０３４９】
　（xi）また、本実施形態の別の態様において、前記セカンダリーセルに対する第３の上
位層パラメータ（前記セカンダリーセルに対する第２の情報）であって、上りリンク－下
りリンク設定を示す前記第３の上位層パラメータ（第２の情報）が設定されていない場合
、前記第２の上りリンク－下りリンク設定は、前記セカンダリーセルに対する第４の上位
層パラメータ（第１の情報）によって示される上りリンク－下りリンク設定であり、前記
セカンダリーセルに対する前記第３の上位層パラメータ（第２の情報）が設定されている
場合、無線フレームのそれぞれに対して、前記無線フレームのそれぞれに対する前記第２
の上りリンク－下りリンク設定は前記物理下りリンク制御チャネルによってシグナルされ
る第２の下りリンク制御情報（前記セカンダリーセルに対する第３の情報）に基づく。
【０３５０】
　（xii）また、本実施形態の別の態様において、移動局装置１は、ＴＤＤ（Time Divisi
on Duplex）バンド間キャリアアグリゲーションをサポートする１つまたは複数のバンド
の組み合わせを示す情報を送信する送信部を備える。ＴＤＤ（Time Division Duplex）バ
ンド間キャリアアグリゲーションにおいて、異なるＴＤＤバンドに属するサービングセル
が集約される。１つのバンドは、１つ、または、複数のサービングセルを含む。
【０３５１】
　（xiii）また、本実施形態の別の態様において、前記送信部は、前記１つまたは複数の
バンドの組み合わせのそれぞれに対して、異なる上りリンク－下りリンク設定を持つ複数
のサービングセルを含む前記ＴＤＤ（Time Division Duplex）バンド間キャリアアグリゲ
ーションをサポートするかどうかを示す情報を送信し、前記複数のサービングセルは、１
つのプライマリーセル、および、１つまたは複数のセカンダリーセルを含む。異なる上り
リンク－下りリンク設定を持つ複数のサービングセルを含む前記ＴＤＤ（Time Division 
Duplex）バンド間キャリアアグリゲーションにおいて、異なる上りリンク－下りリンク設
定を持つ複数のサービングセルが集約される。
【０３５２】
　（xiv）また、本実施形態の別の態様において、前記送信部は、前記１つまたは複数の
バンドの組み合わせのそれぞれに対して、前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそ
れぞれに属する前記複数のサービングセルにおける同時送受信の能力に関する情報を送信
する。バンドの組み合わせのそれぞれに属する前記複数のサービングセルにおける同時送
受信の能力に関する情報は、前記１つまたは複数のバンドの組み合わせのそれぞれに対し
て定義される。ある１つのバンドの組み合わせに属する前記複数のサービングセルにおけ
る同時送受信の能力に関する情報は、前記ある１つのバンドの組み合わせに属する前記複
数のサービングセルにおいて同時送受信の能力があるかどうかを示してもよい。
【０３５３】
　これにより、チャネル状態情報が用いられる無線通信システムにおいて、移動局装置１
と基地局装置３は効率的に通信することができる。
【０３５４】
　本発明に関わる基地局装置３、および移動局装置１で動作するプログラムは、本発明に
関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を
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制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、
これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory
）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨ
ＤＤ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書
き込みが行われる。
【０３５５】
　尚、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで
実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコン
ピュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０３５６】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、移動局装置１、又は基地局装置３に内
蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものと
する。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光
磁気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵される
ハードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０３５７】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０３５８】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる移動局装置１は、集合体と
しての基地局装置と通信することも可能である。
【０３５９】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０３６０】
　また、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよ
い。移動局装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部
、又は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専
用回路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに
代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能
である。
【０３６１】
　また、上述した実施形態では、端末装置もしくは通信装置の一例として移動局装置を記
載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型
、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空
調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置に
も適用出来る。
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【０３６２】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０３６３】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　移動局装置
３　基地局装置
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　サブフレーム設定部
１０１５　スケジューリング情報解釈部
１０１７　ＣＳＩ報告制御部
３０１１　無線リソース制御部
３０１３　サブフレーム設定部
３０１５　スケジューリング部
３０１７　ＣＳＩ報告制御部
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